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条
例
改
正
で

国
保
税
・
介
保
料
を
減
免

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
に
よ
り
、
国
民

健
康
保
険
税
と
介
護
保
険
料

の
減
免
を
す
る
た
め
、
条
例

を
一
部
改
正
し
ま
し
た
。

主
な
改
正
内
容

○
減
免
の
対
象
と
な
る
保
険

税
・
保
険
料

　
納
期
限
が
令
和
２
年
２
月

か
ら
令
和
３
年
３
月
に
設
定

さ
れ
て
い
る
も
の
。

○
減
免
の
対
象
者

　

主
た
る
生
計
維
持
者
が
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
よ
り
死
亡
ま
た
は
重
篤

な
傷
病
を
負
っ
た
世
帯
。

　
ま
た
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ

り
、
事
業
収
入
の
減
少
が
見

込
ま
れ
る
世
帯
。

詳
し
く
は

町
税
務
課
諸
税
係
ま
で

℡
０
２
８
・
６
７
５
・
８
１
０
３

子
育
て
世
代
へ
の
支
援

○
児
童
福
祉
政
策
経
費

１
４
２
５
万
円

○
子
ど
も
学
び
応
援
給
付
金

２
３
４
万
円

　
専
決
処
分
の
一
般
会
計
補

正
で
、
国
か
ら
の
補
助
と
町

の
基
金
を
取
り
崩
し
て
、
未

就
学
児
が
い
る
家
庭
の
支
援

で
、「
Ｎ
Ｉ
Ｋ
Ｏ
・
Ｎ
Ｉ
Ｋ

Ｏ
給
付
金
」
と
し
て
未
就
学

児
一
人
に
つ
き
、
１
万
円
の

給
付
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
学
校
給
食
が
無
償

化
と
な
ら
な
い
、
町
外
通
学

者
な
ど
の
保
護
者
へ
の
給
付

を
行
い
ま
し
た
。

暮
ら
し
へ
の
軽
減
措
置

水
道
料
の
減
免

○
水
道
事
業
会
計
補
正

△
８
６
４
０
万
円

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に

よ
り
、
所
得
が
下
が
り
、
企

業
が
通
常
の
経
営
が
出
来
な

く
な
り
、
所
得
が
下
が
っ
て

し
ま
う
事
に
繋
が
り
、
暮
ら

し
に
影
響
が
出
て
い
ま
す
。

　
町
は
、
独
自
で
行
っ
て
い

る
事
業
の
中
で
、
暮
ら
し
に

直
結
し
て
い
る
も
の
と
し
て
、

水
道
料
金
の
基
本
料
金
を
減

免
し
ま
し
た
。

減
免
期
間

　
4
か
月
分

東
部
・
南
部
・
北
部
地
区

　
６
月
請
求
、
８
月
請
求
の

２
期
分

西
部
地
区

　
７
月
請
求
、
９
月
請
求
の

２
期
分

委
託
契
約
の
締
結

令
和
３
年
８
月
ま
で
に

土
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
改
修

契
約
内
容

　

土
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
を
、

簡
易
型
施
設
へ
改
修
す
る
た

め
の
実
施
設
計
と
施
工
を
行

い
ま
す
。

事
業
名

　
土
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
部
分

改
修
整
備
事
業

契
約
方
式

　
指
名
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル

契
約
金
額

　
４
億
２
２
４
０
万
円

請
負
業
者

　
共
和
化
工
㈱
関
東
支
店

採
決
結
果

　
今
回
の
臨
時
会
に
つ
い
て

は
、
専
決
処
分
事
項
5
件
を

一
括
上
程
で
即
決
し
、
一
般

会
計
補
正
と
契
約
2
件
、
議

会
発
議
の
決
算
特
別
委
員
会

の
設
置
は
、
単
独
上
程
で
即

決
さ
れ
、
全
議
員
一
致
で
承

認
・
可
決
さ
れ
ま
し
た
。採決結果

ＱＲコード

７月
臨時会

可決
原
案
全
て
を

町民の暮らしを守る対策
コロナに負けるな！

第
４
０
２
回
議
会
臨
時
会
の
あ
ら
ま
し

　
臨
時
会
は
、
令
和
２
年
７
月
14
日
に
１
日
の
み
で
開
催
。

　
主
な
内
容
は
、
町
長
専
決
処
分
の
承
認
で
、
国
民
健
康
保
険
税
条
例
と
、
介
護
保
険
条
例

の
一
部
改
正
、
令
和
２
年
度
一
般
会
計
と
水
道
事
業
会
計
の
補
正
予
算
で
し
た
。

　
議
決
議
案
は
、
令
和
２
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
の
ほ
か
、
土
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
の
部
分

改
修
整
備
と
小
中
学
校
Ｉ
Ｃ
Ｔ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
の
契
約
で
し
た
。

町
長
専
決
処
分
で

コ
ロ
ナ
禍
の

家
庭
負
担
を
軽
減

９
月
定
例
会

一

般

質

問

特
別
企
画
１

議
会
報
告
会

特
別
企
画
２

特
別
企
画
２

９
月
定
例
会

７
月
臨
時
会

委
員
会
報
告
採

決

結

果

予
算
審
査

日

常

調

査

一

般

質

問

ち
ょ
っ
と
ブ
レ
イ
ク

特
集
ペ
ー
ジ

（2）（2）

totomura
鉛筆



一
般
会
計
補
正
予
算
で

今
後
の
コ
ロ
ナ
対
策
に
万
全
を
期
す

公
共
施
設
・
避
難
所
へ
の

資
機
材
強
化

主
な
内
容

　

庁
舎
や
小
中
学
校
な
ど
、

主
だ
っ
た
公
共
施
設
に
、
カ

メ
ラ
に
よ
っ
て
発
熱
を
確
認

す
る
サ
ー
マ
ル
カ
メ
ラ
を
導

入
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
保
育
園
や
児
童
館

な
ど
に
、
空
気
清
浄
機
や

せ
っ
け
ん
な
ど
を
購
入
し
ま

し
た
。

　
こ
の
他
、
新
型
コ
ロ
ナ
感

染
症
対
策
の
経
験
か
ら
、
自

然
災
害
な
ど
と
重
な
り
、
避

難
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
も
、

避
難
所
が
安
心
し
て
運
営
で

き
る
よ
う
、
備
蓄
品
と
し
て

欠
け
て
い
た
マ
ス
ク
を
購
入

し
ま
し
た
。

総
額
３
７
６
３
万
円

の
事
業
費
を
費
や
す

事
業
費
内
訳

○
庁
舎
維
持
管
理
費

１
０
７
９
万
円

○
児
童
福
祉
政
策
経
費

１
５
４
５
万
円

○
保
健
セ
ン
タ
ー
維
持
管
理
費

８
８
万
円

○
小
学
校
管
理
費６

１
６
万
円

○
中
学
校
管
理
費３

５
２
万
円

○
避
難
所
感
染
症
対
策
事
業
費

８
３
万
円

　
６
つ
の
事
業
費
が
、
公
共

施
設
の
コ
ロ
ナ
対
策
に
充
て

ら
れ
ま
し
た
。

イ
ン
フ
ル
＆
新
型
コ
ロ
ナ

ダ
ブ
ル
感
染
を
防
ぐ

○
健
康
づ
く
り
推
進
政
策
経
費

２
０
９
９
万
円

主
な
内
容

　
本
町
で
は
、
す
で
に
中
学

３
年
生
以
下
の
子
ど
も
や
、

65
歳
以
上
の
高
齢
者
に
対
し
、

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

の
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
毎
年
、
多
く
の
方
が
患わ

ず
らう

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
期

に
、
医
療
機
関
の
混
乱
を
さ

け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、「
成
人

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

事
業
」と
し
て
、対
象
と
な
っ

て
い
な
い
世
代
を
含
め
て
、

全
町
民
を
対
象
に
助
成
す
る

よ
う
に
し
ま
し
た
。

新
た
な
対
象
者

　
高
校
１
年
生
に
相
当
す
る

年
齢
か
ら
64
歳

助
成
額

　
ワ
ク
チ
ン
接
種
1
回
の
み

２
０
０
０
円
補
助

コ
ロ
ナ
の
影
響
で
加
速
？

国
の
補
助
で

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
環
境
が
進
む

○
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
推
進
事
業
費

２
億
２
９
５
３
万
円

　

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
、

学
校
が
休
業
と
な
り
、
タ
ブ

レ
ッ
ト
Ｐ
Ｃ
等
を
利
用
し
て

自
宅
で
授
業
が
受
け
ら
れ
る

対
応
が
全
国
で
行
わ
れ
、
整

備
さ
れ
た
学
校
と
、
そ
う
で

な
い
学
校
と
で
大
き
な
格
差

が
生
ま
れ
ま
し
た
。

　
国
が
進
め
る
「
Ｇギ

ガ

Ｉ
Ｇ
Ａ

ス
ク
ー
ル
構
想
」
を
加
速
的

に
進
め
る
要
因
に
繋
が
り
、

小
・
中
学
校
の
全
児
童
・
生

徒
分
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
型
Ｐ
Ｃ

の
導
入
あ
た
り
、
国
が
補
助

金
等
を
給
付
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　
本
町
で
も
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器

を
計
画
的
に
導
入
す
る
予
定

で
し
た
が
、
こ
の
機
に
乗
じ

て
全
児
童
・
生
徒
分
の
機
器

を
、
計
画
を
早
め
て
購
入
す

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

委
託
契
約
の
締
結

ピ
ッ
タ
リ
合
っ
た
！

学
校
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備

契
約
内
容

　
今
年
度
に
予
定
さ
れ
て
い

た
、
各
学
校
へ
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
の
契
約

を
締
結
し
ま
し
た
。

　
タ
ブ
レ
ッ
ト
Ｐ
Ｃ
等
の
資

機
材
購
入
が
早
ま
っ
た
こ
と

で
、
本
町
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
環

境
は
整
い
ま
す
。

事
業
名

　
学
校
Ｉ
Ｃ
Ｔ
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
整
備
業
務

契
約
方
式

　
指
名
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル

契
約
金
額

　
１
億
４
０
８
０
万
円

請
負
業
者

　
㈱
関
電
工
栃
木
支
店

新
型
コ
ロ
ナ
に
対
す
る

更
な
る
支
援
策

○
中
小
事
業
者
持
続
化
・

　
農
業
者
経
営
継
続
補
助
金

１
０
０
０
万
円

　
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
を
乗

り
越
え
て
、
経
営
の
継
続
を

図
る
た
め
に
支
援
す
る
助
成

で
す
。

　

経
費
の
一
部
に
対
し
て
、

最
大
10
万
円
を
支
援
し
ま
す
。

補
助
対
象
者

・
国
が
実
施
す
る
、
コ
ロ
ナ

特
別
対
応
型
補
助
金
、
も
し

く
は
、
対
象
と
な
る
県
補
助

金
の
交
付
決
定
を
受
け
て
い

る
こ
と
。

・
町
内
事
業
者
で
、
今
後
も

町
内
で
事
業
を
継
続
す
る
予

定
で
あ
る
こ
と
。

・
町
税
に
未
納
が
な
い
こ
と
。

申
請
期
間

　
令
和
２
年
７
月
15
日
か
ら

　
令
和
３
年
２
月
28
日
ま
で

詳
し
く
は

町
産
業
課
商
工
観
光
係
ま
で

℡
０
２
８
・
６
７
５
・
８
１
０
４

町民の暮らしを守る対策
コロナに負けるな！

インフルエンザ
予防接種
ＱＲコード

ＩＣＴ教育
ＱＲコード

役場正面入口のサーマルカメラ

一

般

質

問
一

般

質

問

特
別
企
画
１

議
会
報
告
会

９
月
定
例
会

特
別
企
画
２

９
月
定
例
会

７
月
臨
時
会

委
員
会
報
告
採

決

結

果

予
算
審
査
予
算
審
査

日

常

調

査
ち
ょ
っ
と
ブ
レ
イ
ク

一

般

質

問
特
集
ペ
ー
ジ

（3）（3）

totomura
鉛筆

totomura
鉛筆



事
業
名

　
町
民
広
場
陸
上
競
技
場

改
修
工
事

契
約
金
額

　
２
億
１
９
８
９
万
円

請
負
業
者

　
㈲
小
宅
建
設

工
事
概
要

・
雨
水
排
水
設
備
排
水
工
事

・
ク
レ
イ
舗
装
復
旧
工
事

・
芝
復
旧
工
事

工
期

　
令
和
２
年
９
月
14
日
～

　
令
和
３
年
６
月
28
日

　
町
民
広
場
陸
上
競
技
場
の

芝
の
状
態
が
良
く
な
い
事

や
、
２
０
２
２
年
開
催
予
定

の
「
い
ち
ご
一
会　
と
ち
ぎ

国
体
」
に
向
け
て
、
芝
の
全

面
張
替
え
等
を
行
い
ま
す
。

　
と
ち
ぎ
国
体
開
催
時
に
は
、

本
町
が
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
・
ペ
タ
ン
ク
・
カ
ロ
ー
リ

ン
グ
の
会
場
と
な
り
ま
す
。

　
砂
部
工
業
団
地
の
北
側
を

走
る
町
道
４
２
１
号
線
の
橋

が
老
朽
化
し
、
架
け
替
え
工

事
を
行
い
ま
す
。

工
事
名

　
橋
架
替
更
新
工
事
そ
の
１

請
負
金
額　
７
２
９
３
万
円

請
負
業
者

　
㈱
ア
ラ
イ
実
業

工
事
期
間

　
令
和
２
年
９
月
14
日
～

　
令
和
３
年
３
月
10
日

　
指
定
管
理
期
間
の
満
了
に

と
も
な
い
、
指
定
管
理
者
の

指
定
を
行
い
ま
し
た
。

全児童・生徒にタブレットPC導入へ
　　　令和３年３月 までに整備完了！

９月
定例会

可決
原
案
全
て
を

第
４
０
３
回
議
会
定
例
会
の
あ
ら
ま
し

　
定
例
会
は
、
令
和
２
年
９
月
１
日
か
ら
９
月
11
日
ま
で
の
11
日
間
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
議
案
は
、
条
例
の
一
部
改
正
１
件
、
決
算
認
定
７
件
、
補
正
予
算
５
件
、
指
定
管
理
者
の
指
定
１
件
、
工
事
請
負
契
約

の
締
結
１
件
、
追
加
議
案
と
し
て
工
事
請
負
契
約
の
締
結
１
件
、
財
産
取
得
１
件
の
計
17
議
案
の
ほ
か
、
報
告
事
項
４
件
、

陳
情
１
件
が
あ
り
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
は
６
人
の
議
員
が
行
い
、
財
政
、
市
街
化
調
整
区
域
、
感
染
症
対
策
、
産
科
誘
致
、
平
和
行
政
、
道
路
整
備

な
ど
に
つ
い
て
町
政
を
問
い
ま
し
た
。

　
３
・
４
日
目
に
各
常
任
委
員
会
が
付
託
議
案
を
審
議
し
、
７
・
８
・
９
日
目
は
決
算
特
別
委
員
会
で
令
和
元
年
度
の
決

算
を
審
査
し
ま
し
た
。

　
最
終
日
に
採
決
を
行
い
、
全
議
案
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
定
例
会
の
傍
聴
者
総
数
は
延
べ
14
人
で
し
た
。

綺
麗
な
陸
上
競
技
場
で
選
手
を
お
出
迎
え

安
心
し
て

通
行
で
き
る
橋
に

エ
コ
・
ハ
ウ
ス
た

か
ね
ざ
わ
に
係
る

指
定
管
理
者の

指
定

本町で行われたねんりん
ピック2014ペタンク大会

きれいになるグラウンドが待ち遠しい

安心して渡れる橋に

新たな時代の循環型社会にどう取り組むのか

指
定
管
理
者

　
特
定
非
営
利
活
動
法
人

ふ
る
さ
と
未
来
Ｓ
Ｏ
Ｕ

指
定
管
理
委
託
料

　
令
和
３
年
度
か
ら
７
年
度

　
ま
で
（
５
年
間
）

８
３
６
３
万
円

指
定
の
期
間

　
令
和
３
年
４
月
１
日
～

　
令
和
８
年
３
月
31
日

主
な
事
業
内
容

・	

環
境
に
関
す
る
施
設
管
理

運
営

・	

環
境
に
関
す
る
体
験
、
学

習
支
援

・	

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト

・	

市
民
活
動
推
進　
な
ど

９
月
定
例
会

一

般

質

問

特
別
企
画
１

議
会
報
告
会

特
別
企
画
２

特
別
企
画
２

９
月
定
例
会

７
月
臨
時
会

委
員
会
報
告
採

決

結

果

予
算
審
査

日

常

調

査

一

般

質

問

ち
ょ
っ
と
ブ
レ
イ
ク

特
集
ペ
ー
ジ

環
境
保
全・教
育・循
環
型
社
会
の
拠
点

（4）



臨
時
休
業
中
も
学
び
を
保
障

で
き
る
環
境
の
実
現
が
急
務

と
な
り
、国
が
端
末
整
備
の

前
倒
し
を
補
助
金
と
し
て
支

援
す
る
こ
と
に
な
り
、町
も

計
画
を
前
倒
し
し
て
、今
年

度
中
に
児
童
生
徒
１
人
１
台

の
タ
ブ
レ
ッ
ト
Ｐ
Ｃ
を
整
備

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

背
景

　
令
和
元
年
11
月
に
閣
議
決

定
さ
れ
た
「
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス

ク
ー
ル
構
想
」
は
、
義
務
教

育
を
受
け
る
児
童
生
徒
の
た

め
に
、
１
人
１
台
の
学
習
者

用
Ｐ
Ｃ
と
高
速
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
環
境
な
ど
を
整
備
す
る
５

年
間
の
計
画
で
、
誰
一
人
取

り
残
す
こ
と
の
な
い
、
一
人

一
人
の
個
性
に
合
わ
せ
た
創

造
性
を
育
む
学
び
の
実
現
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
本
町
で
も
、「
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス

ク
ー
ル
構
想
」に
基
づ
き「
高

根
沢
町
学
校
Ｉ
Ｃ
Ｔ
推
進
計

画
」を
策
定
し
、令
和
５
年
度

ま
で
に
児
童
生
徒
１
人
１
台

環
境
整
備
を
推
進
し
て
い
ま

し
た
が
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ

ル
ス
感
染
症
拡
大
を
受
け
、

全児童・生徒にタブレットPC導入へ
　　　令和３年３月 までに整備完了！

財
産
の
取
得　
小・中
学
校
学
習
用
端
末
等

代表監査委員
寺田　光夫　氏

新しい時代の教育にはタブレットＰＣは必須

指
定
管
理
者

　
特
定
非
営
利
活
動
法
人

ふ
る
さ
と
未
来
Ｓ
Ｏ
Ｕ

指
定
管
理
委
託
料

　
令
和
３
年
度
か
ら
７
年
度

　
ま
で
（
５
年
間
）

８
３
６
３
万
円

指
定
の
期
間

　
令
和
３
年
４
月
１
日
～

　
令
和
８
年
３
月
31
日

主
な
事
業
内
容

・	

環
境
に
関
す
る
施
設
管
理

運
営

・	

環
境
に
関
す
る
体
験
、
学

習
支
援

・	

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト

・	

市
民
活
動
推
進　
な
ど

　

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
、

各
種
事
業
が
中
止
と
な
り
、

事
業
予
算
を
減
額
し
ま
し
た
。

中
止
と
な
っ
た
主
な
事
業

・
元
気
あ
っ
ぷ
む
ら

　
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
式
典

△
59
万
円

・
ロ
ッ
ク
サ
イ
ド
マ
ー
ケ
ッ
ト

△
３
２
２
万
円

・
た
ん
た
ん
祭
り

△
１
３
０
万
円

・
中
学
生
海
外
派
遣

△
６
０
０
万
円

・
元
気
あっぷ
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン

△
２
５
０
万
円

・
た
か
ね
ざ
わ
ス
ポ
ー
ツ

　
フ
ェ
ス
タ

△
２
０
０
万
円

な
ど
、
全
15
事
業
で
２
９
６

２
万
円
が
減
額
。

　
審
査
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

９
・
10
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

　
「
地
域
経
営
計
画
２
０
１

６
」
の
推
進
は
、
こ
れ
ま
で

取
り
組
ん
で
き
た
様
々
な
施

策
の
成
果
が
現
れ
、
実
感
で

き
る
と
こ
ろ
ま
で
来
て
い
る
。

　
こ
の
計
画
の
前
期
計
画
が
、

間
も
な
く
締
め
く
く
り
を
迎

え
る
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
、

課
題
を
詳
細
に
分
析
し
、

ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る
対
策

を
講
じ
る
た
め
、
町
民
と
の

協
働
で
限
ら
れ
た
財
源
の
な

か
、
事
業
の
選
択
と
集
中
を

図
り
、「
町
の
魅
力
を
感
じ

ら
れ
る
」、「
選
ん
で
い
た
だ

け
る
町
づ
く
り
」
を
進
め
、

基
本
理
念
の
「
希
望
の
持
て

る
ま
ち
を
後
世
に
引
き
継
い

で
い
く
」
と
い
う
目
標
の
実

現
に
向
け
、
効
率
的
か
つ
効

果
的
な
行
財
政
運
営
に
努
め

る
こ
と
を
望
み
ま
す
。

GIGAスクール
ＱＲコード

契
約
金
額

　
１
億
９
１
４
０
万
円

契
約
業
者

　
㈱
大
塚
商
会
宇
都
宮
支
店

契
約
概
要

　
学
習
用
端
末

（
タ
ブ
レ
ッ
ト
Ｐ
Ｃ
）

２
３
５
７
台

　
電
子
黒
板　
　
　
　
55
台

　
周
辺
機
器
・

　
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
等
一
式

整
備
完
了
予
定

　
教
員
用　
令
和
3
年
2
月

　
児
童
生
徒
用令

和
3
年
3
月

（
教
員
用
を
先
に
整
備
す
る

の
は
、
機
器
を
活
用
し
た
授

業
の
研
修
等
を
行
う
た
め
）

一

般

質

問
一

般

質

問

特
別
企
画
１

議
会
報
告
会

９
月
定
例
会

特
別
企
画
２

９
月
定
例
会

７
月
臨
時
会

委
員
会
報
告
採

決

結

果

予
算
審
査
予
算
審
査

日

常

調

査
ち
ょ
っ
と
ブ
レ
イ
ク

一

般

質

問
特
集
ペ
ー
ジ

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
機
器
整
備
が

今
年
度
中
に

事
業
中
止
に
よ

る
減
額
補
正
が

相
次
ぐ

監
査
委
員
か
ら
の

ご
意
見

決
算
審
査
に
つ
い
て

（5）



　
「
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症

の
影
響
に
伴
う
地
方
財
政

の
急
激
な
悪
化
に
対
し
地

方
税
財
源
の
確
保
を
求
め

る
意
見
書
」

提
出
者

　
栃
木
県
町
村
議
会
議
長
会

主
旨

　

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
、

地
方
財
政
は
急
激
に
悪
化
し
、

地
方
税
等
の
、
安
定
的
な
財

源
の
確
保
を
国
に
求
め
る
も

の
で
す
。

　
主
な
意
見
と
し
て
、

①　
新
型
コ
ロ
ナ
で
、
財
政

事
情
が
ひ
っ
迫
し
た
地
方
自

治
体
は
、
様
々
な
感
染
症
対

策
が
迫
ら
れ
て
い
る
。

②　
次
年
度
の
税
収
は
減
少

が
予
想
さ
れ
、
行
政
サ
ー
ビ

ス
を
持
続
す
る
に
は
、
国
は

地
方
の
安
定
的
な
財
政
運
営

に
必
要
な
財
源
を
確
保
す
べ

き
で
は
。

　

な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
、

本
件
陳
情
に
、「
地
方
自
治
体

は
、財
政
健
全
化
に
向
け
努

力
し
て
い
る
」と
い
う
文
言
を

追
加
し
、採
択
し
ま
し
た
。

　
エ
コ
・
ハ
ウ
ス
の
指
定
管

理
期
間
（
５
ヵ
年
）
満
了
に

伴
い
、
令
和
3
年
4
月
1
日

か
ら
令
和
8
年
3
月
31
日
ま

で
の
5
年
間
を
、
現
在
の
指

定
管
理
者
で
あ
る
「
特
定
非

営
利
活
動
法
人
ふ
る
さ
と
未

来
Ｓ
Ｏ
Ｕ
」
を
継
続
し
て
指

定
す
る
も
の
で
す
。

Q
独
自
に
、
自
主
事

業
と
し
て
行
っ
て

い
る
事
は
？

A  

　
指
定
管
理
業
務
以
外
に
、
4

種
類
の
事
業
を
実
施
し
て
い
る
。

①
ペ
ッ
ト
支
援

②
ス
ペ
ー
ス
・
部
屋
貸
出

③
Ｎ
Ｐ
Ｏ・ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援

④
法
人
運
営

Q
基
幹
系
シ
ス
テ
ム
に

係
る
、自
治
体
中
間

サ
ー
バ
ー
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
の

次
期
シ
ス
テ
ム
と
は
何
か
？

　
シ
ス
テ
ム
移
行
に
伴
い
、国

の
補
助
金
は
？

A  

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に

関
連
し
て
、
国
が
進
め
る
新

た
な
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。

　
ま
た
、
シ
ス
テ
ム
の
維
持

管
理
は
自
治
体
が
行
う
た
め
、

補
助
金
は
な
い
。

Q
賦
課
事
務
等
従
事

者
派
遣
の
委
託
先

は
ど
こ
か
？

A  

　
人
材
派
遣
会
社
に
事
務
内

容
を
提
示
し
、
見
積
り
合
わ

せ
を
実
施
し
、
決
定
す
る
。

※
賦
課
事
務

　

所
得
・
税
情
報
等
を
把
握
し

て
被
保
険
者
の
保
険
料
を
算
定

し
、
保
険
料
や
納
付
方
法
を
被

保
険
者
に
通
知
す
る
こ
と
が
主

な
事
務Q

県
知
事
選
挙
の
消

耗
品
と
は
？

A  

　
投
票
所
な
ど
の
各
会
場
に
、

感
染
症
対
策
と
し
て
設
置
す

る
消
毒
用
ア
ル
コ
ー
ル
等
の

資
材
。

主
な
補
正
予
算

陳
情
審
議

Q
雑
入
で
、１
２
３
万

円
増
額
と
な
っ
た
工

作
物
補
償
金
の
内
容
は
？

A  

　
太
田
地
内
の
県
道
拡
幅
に

伴
い
、
農
業
技
術
セ
ン
タ
ー

前
に
設
置
さ
れ
て
い
た
、
施

設
案
内
看
板
の
撤
去
に
か
か

る
費
用
が
、
県
か
ら
補
償
さ

れ
た
た
め
で
あ
る
。

歳
入

・
町
民
税

５
８
０
０
万
円

・
固
定
資
産
税４

０
０
０
万
円

・
地
方
特
例
交
付
金

１
３
５
９
万
円

・
普
通
交
付
税

1
億
４
８
０
１
万
円

・
減
債
基
金
繰
入
金△

３
億
円

歳
出

・
都
市
計
画
施
設
整
備
基
金

2
億
４
９
９
９
万
円

・
学
校
施
設
整
備
基
金

2
億
６
５
９
４
万
円

　
こ
の
他
、
エ
コ
・
ハ
ウ
ス

た
か
ね
ざ
わ
の
指
定
管
理
委

託
に
伴
う
債

※

務
負
担
行
為
の

追
加
や
、
臨
時
財
政
対
策
債

限
度
額
の
確
定
に
よ
る
地

※

方

債
の
補
正
が
あ
り
ま
し
た
。

※
債
務
負
担
行
為
と
は

　

地
方
自
治
法
２
１
４
条
の
規
定

に
あ
る
、
複
数
年
度
に
ま
た
が
る

事
業
を
実
施
す
る
際
に
、
契
約
締

結
で
将
来
発
生
す
る
負
担
の
期
間

と
限
度
額
を
決
め
る
こ
と

※
地
方
債

　

地
方
公
共
団
体
が
、
会
計
年

度
を
超
え
て
行
う
借
入
れ

総
務
常
任
委
員
会
　
審
議
報
告

主
な
質
疑

県
道
拡
幅
に
よ
る

　
　
看
板
撤
去

マ
イ
ナ
ン
バ
ー

　
　
カ
ー
ド
の
推
進

エ
コ
・
ハ
ウ
ス
の

指
定
管
理
者
は
継
続

賦

※

課
事
務
の

　
　
維
持
の
た
め
に

安
心
し
て
行
け
る

　
投
票
所
に
向
け
て

総
務
課
長

企
画
課
長

税
務
課
長

環
境
課
長

選
挙
管
理
委
員
会

事

務

局

長

説　
明

内　
容

主
な
質
疑

拡幅後の再設置はされない案内看板

マイナンバーの取得方法

エコ・ハウス談話室

９
月
定
例
会

一

般

質

問

特
別
企
画
１

議
会
報
告
会

特
別
企
画
２

特
別
企
画
２

９
月
定
例
会

７
月
臨
時
会

採

決

結

果

予
算
審
査

一

般

質

問

ち
ょ
っ
と
ブ
レ
イ
ク

特
集
ペ
ー
ジ

委
員
会
報
告

日

常

調

査
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Q
中
止
と
な
っ
た
各

種
イ
ベ
ン
ト
の
予

算
を
減
額
し
た
が
、
今
後
の

対
応
は
？

A  

　
イ
ベ
ン
ト
開
催
の
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、

対
策
を
講
じ
て
実
施
で
き
る

か
、
今
後
の
状
況
を
見
な
が

ら
検
討
す
る
。

Q
保
険
料
の
減
額
は
、

国
保
加
入
世
帯
の

減
少
に
よ
る
も
の
か
？

A  

　
当
初
予
算
見
積
よ
り
、
加

入
者
の
所
得
水
準
が
前
年
よ

り
減
少
し
た
た
め
で
あ
る
。

Q
た
か
ら
保
育
園
が
、

認
定
こ
ど
も
園
に

な
る
と
ど
う
な
る
の
か
？

　
ま
た
、
職
員
の
配
置
は
？

A  

　
令
和
4
年
度
か
ら
、
保
育

園
の
他
に
幼
稚
園
部
分
の
枠

を
設
け
、
定
員
を
１
６
０
人

か
ら
１
９
０
人
と
し
、
う
ち

幼
稚
園
児
は
18
人
と
す
る
予

定
で
あ
る
。

　
職
員
は
、
県
の
指
導
に
よ

り
、
保
育
士
と
幼
稚
園
教
諭

そ
れ
ぞ
れ
資
格
を
有
し
た
職

員
を
適
切
に
配
置
す
る
。

Q
中
学
生
海
外
派
遣

事
業
で
、
生
徒
の

選
考
を
お
こ
な
っ
た
か
？

A  

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感

染
症
が
流
行
し
た
段
階
で
、

中
止
を
決
定
し
た
の
で
選
考

し
て
い
な
い
。

新
型
コ
ロ
ナ
は

　
修
学
旅
行
も
奪
う

点
検
結
果
で
、
学
校
の

早
期
修
繕
行
わ
れ
る

コ
ロ
ナ
に
よ
る

各
種
イ
ベ
ン
ト
の
中
止

た
か
ら
保
育
園
が

　
　
認
定
こ
ど
も
園
に

世
界
を
学
べ
る
機
会
が

一
般
会
計

補
正
予
算
審
議

教
育
福
祉
常
任
委
員
会
　
審
議
報
告

主
な
補
正
予
算

Q
中
学
校
修
学
旅
行

キ
ャ
ン
セ
ル
に
伴

い
、
保
護
者
負
担
金
は
発
生

す
る
か
？

A  

　
修
学
旅
行
の
キ
ャ
ン
セ
ル

に
関
す
る
、
保
護
者
負
担
は

発
生
し
な
い
。

　
新
た
に
旅
行
企
画
料
が
一

人
当
た
り
４
０
０
０
円
発
生

す
る
見
込
み
だ
が
、
こ
れ
も

保
護
者
負
担
は
発
生
せ
ず
、

町
で
対
応
す
る
。

歳
入

・
社
会
保
障
・
税
番
号

　
制
度
シ
ス
テ
ム
整
備

　
国
庫
補
助
金

　
　
　
　
　
１
１
８
２
万
円

・
保
育
所
等
整
備
交
付
金

△
５
９
５
万
円

歳
出

・
住
民
基
本
台
帳
事
務
費

　
シ
ス
テ
ム
改
修
委
託

２
４
２
万
円

・
北
高
根
沢
中
学
校

　
屋
内
運
動
場
改
修
事
業
費

６
３
０
万
円

・
小
中
学
校
施
設
修
繕
・

　
改
修
事
業
費

４
０
０
万
円

・
修
学
旅
行
キ
ャ
ン
セ
ル
料

１
０
８
万
円

　
こ
の
他
、
新
型
コ
ロ
ナ
感

染
拡
大
防
止
の
た
め
、
中
止

し
た
各
種
事
業
な
ど
が
減
額

補
正
さ
れ
、
国
保
や
後
期
高

齢
者
、
介
護
保
険
の
特
別
会

計
の
補
正
も
あ
り
ま
し
た
。

主
な
質
疑

学
校
教
育
課
長

生
涯
学
習
課
長

生
涯
学
習
課
長

こ
ど
も
み
ら
い
課
長

住
民
課
長

学
校
教
育
課
長

Q
小
中
学
校
施
設
の

12
条
点
検
に
よ
る

必
要
な
工
事
は
？

A  

　
中
央
小
学
校
配
膳
室
の
雨

漏
り
工
事
と
、
阿
久
津
中
学

校
の
バ
ル
コ
ニ
ー
手
す
り
工

事
で
あ
る
。

※
12
条
点
検
と
は

 

建
築
基
準
法
第
12
条
と
官
公
庁

施
設
の
建
設
等
に
関
す
る
法
律

第
12
条
等
の
改
正
に
よ
り
、
建

築
物
等
の
敷
地
・
構
造
、
昇
降
機
、

建
築
設
備
の
、
定
期
点
検
が
義

務
づ
け
ら
れ
て
い
る

国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算

修学旅行にかわる代替案はないのか？
写真：昨年の修学旅行（北中）

昨年の海外派遣（フィジー）でのマングローブ植樹

新園舎建設後に取り壊される現園舎

※

一

般

質

問
一

般

質

問

特
別
企
画
１

議
会
報
告
会

９
月
定
例
会

特
別
企
画
２

９
月
定
例
会

７
月
臨
時
会

採

決

結

果

予
算
審
査
予
算
審
査

ち
ょ
っ
と
ブ
レ
イ
ク

一

般

質

問
特
集
ペ
ー
ジ

委
員
会
報
告

日
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Q
区
画
整
理
事
業
の

進
捗
状
況
は
？

A  

　
宅
地
造
成
は
、
１
０
０
％

完
了
し
、
道
路
築
造
は
90
％

で
あ
る
。

　
残
り
の
10
％
は
、
一
般
会

計
の
事
業
で
実
施
予
定
で
あ

り
、
工
事
発
注
済
み
で
あ
る
。

都
市
計
画
道
路
は
、
９
６
．

７
％
の
達
成
率
で
あ
り
、
残

す
と
こ
ろ
は
Ｊ
Ｒ
の
線
路
下

を
通
す
ア
ン
ダ
ー
部
分
の
み

で
あ
る
。

　
保
留
地
は
、
１
１
５
件
の

う
ち
21
件
が
未
契
約
と
な
っ

て
い
る
。

Q
土
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

の
ホ
イ
ー
ル
ロ
ー
ダ

は
1
台
購
入
だ
が
、運
営
上

1
台
で
足
り
る
の
か
？

A  

　
基
本
設
計
上
で
は
、
１
台

で
足
り
る
。

土
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

　
再
稼
働
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

令
和
2
年
9
月

　
県
へ
構
造
変
更
届
を
提
出

令
和
３
年 

３
月

　
指
定
管
理
者
選
定

６
月

　
議
会
定
例
会
議
決
・

　
指
定
管
理
者
決
定

７
月

　
稼
働
準
備

９
月

　
運
転
再
開

Q
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
、

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー

プ
ン
式
典
が
中
止
と
な
っ
た

が
、こ
れ
に
代
わ
る
事
業
は
考

え
て
い
な
い
の
か
？

　
ま
た
、現
在
の
経
営
状
況
は

ど
う
か
？

A  

　

代
替
え
の
事
業
は
、
現
段

階
で
は
決
め
て
い
な
い
が
、
コ

ロ
ナ
の
収
束
等
を
踏
ま
え
検

討
が
必
要
と
考
え
る
。

　

経
営
状
況
は
、
コ
ロ
ナ
の

影
響
で
厳
し
い
が
、
直
売
所

売
上
は
平
成
30
年
度
と
の
比

較
で
、
6
月
か
ら
約
20
％
増

の
売
上
で
推
移
し
て
い
る
。

　

宿
泊
は
、
8
月
・
9
月
の

週
末
は
予
約
で
埋
ま
り
、
利

用
者
は
増
え
て
い
る
。

農
業
災
害
対
策
補

助
の
交
付
先
と
、

被
害
面
積
は
？

A  

　
今
年
４
月
中
旬
の
天
候
不

順
が
影
響
し
、
梨
の
品
質
や

収
量
に
影
響
が
出
て
い
る
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
塩
野
谷
農

協
梨
部
会
の
う
ち
、
対
象
と

な
る
12
戸
に
補
助
す
る
。

　
補
助
対
象
面
積
は
、
１
０
．

２
３
ha
で
あ
る
。

ち
ょ
っ
蔵
広
場
指

定
管
理
委
託
料
補

正
の
詳
細
は
？

A  

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
で
、
６
月
か
ら

８
月
の
3
カ
月
間
、
駐
車
場

利
用
者
が
減
少
し
た
。

　
ま
た
、
ち
ょ
っ
蔵
ホ
ー
ル

利
用
の
自
粛
や
人
数
制
限
な

ど
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
施
設

使
用
料
が
減
収
と
な
っ
た
。

　
管
理
委
託
契
約
は
、
運
営

上
の
売
り
上
げ
見
込
み
を
差

し
引
い
た
額
で
管
理
料
を
設

定
し
て
お
り
、
コ
ロ
ナ
に
よ

る
減
収
分
か
ら
、
人
件
費
と

光
熱
費
の
支
出
減
収
分
を
差

し
引
い
た
額
を
補
填
す
る
。

主
な
補
正
予
算

建
設
産
業
常
任
委
員
会
　
審
議
報
告

　
主
な
補
正
内
容
は
、

歳
入

・
農
業
災
害

　
　
特
別
措
置
補
助
金

２
７
万
円

・
機
構
集
積
事
業
費

　
　
交
付
金
返
還
金５

０
万
円

歳
出

・
道
の
駅
た
か
ね
ざ
わ

　
元
気
あ
っ
ぷ
む
ら

　
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

　
オ
ー
プ
ン
式
典
事
業
費

△
５
９
万
円

・
土
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

　
機
器
整
備
事
業
費

１
６
５
０
万
円

・
ち
ょ
っ
蔵
広
場
及
び

　
宝
積
寺
駅
東
西
連
絡
通
路

　
指
定
管
理
委
託
事
業
費

１
４
６
万
円

・
Ｔ
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｅ
Ｚ
Ａ
Ｗ
Ａ

　
Ｒ
Ｏ
Ｃ
Ｋ
Ｓ
Ｉ
Ｄ
Ｅ

Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｋ
Ｅ
Ｔ
開
催
事
業
費

△
３
２
２
万
円

　
こ
の
他
、
宝
積
寺
駅
西
第

一
土
地
区
画
整
理
事
業
特
別

会
計
の
補
正
も
あ
り
ま
し
た
。

Q

Q

都
市
整
備
課
長

元
気
あ
っ
ぷ
創
生
課
長

産
業
課
長

産
業
課
長

都
市
整
備
課
長

ち
ょ
っ
蔵
広
場
に
も

    

コ
ロ
ナ
の
影
響
が
！

異
常
気
象
が
原
因
？

　
梨
農
家
に
影
響
が

生
ま
れ
変
わ
っ
た

　
元
気
あ
っ
ぷ
む
ら

　  

状
況
は
い
か
に
？

土
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

　
再
稼
働
の
準
備

主
な
質
疑

宝
積
寺
駅
西
第
一

土
地
区
画
整
理
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算

コロナの影響で利用者
激減（駅東口駐車場）

人気の高まっているグランピング

異常気象の影響を大きく受けた梨農家

区画整理地内の南北を結ぶ都市計画道路

９
月
定
例
会

一

般

質

問

特
別
企
画
１

議
会
報
告
会

特
別
企
画
２

特
別
企
画
２

９
月
定
例
会

７
月
臨
時
会

採

決

結

果

予
算
審
査

一

般

質

問

ち
ょ
っ
と
ブ
レ
イ
ク

特
集
ペ
ー
ジ

委
員
会
報
告

日

常

調

査
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決
算
審
査
の
あ
ら
ま
し

　

令
和
元
年
度
の
事
業

が
、
効
果
的
に
行
わ
れ

た
の
か
？

　

ま
た
、
予
算
は
適
切

に
執
行
さ
れ
た
の
か
？

　

な
ど
、
決
算
特
別
委

員
会
を
開
催
し
て
、
決

算
内
容
を
、
各
常
任
委

員
会
所
管
に
分
け
て
、
３

日
間
の
審
議
を
行
い
ま

し
た
。

　

質
疑
件
数
は
、
総
務

所
管
分
で
、
町
税・防
災・

環
境
・
移
住
支
援
・
ふ

る
さ
と
納
税
な
ど
に
対

し
23
件
。

　

教
育
福
祉
所
管
分
は
、

子
育
て
支
援
・
学
校
関

係
・
介
護
・
福
祉
・
食
育
・

社
会
教
育
な
ど
、
62
件
。

　

建
設
産
業
所
管
分
は
、

雨
水
対
策
・
区
画
整
理
・

創
業
支
援
・
農
産
物
Ｐ

Ｒ
・
元
気
あ
っ
ぷ
む
ら

関
連
な
ど
22
件
で
、
計

１
０
７
件
の
質
疑
を
９

名
の
議
員
が
事
前
に
通

告
し
、
質
問
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
当
日
の
追
加

質
問
が
10
件
ほ
ど
あ
り

ま
し
た
。

　

審
査
し
た
結
果
、
す

べ
て
の
会
計
を
承
認
し

ま
し
た
。

しっかり行った決算審査！
適正な予算執行されたかチェック

令和元年度　会計別決算総括表
決算額等

会計
区分 当初予算額 決算額 比率

一般会計
歳入 114億5833万2000円 115億2785万　683円 100.61%

歳出 114億5833万2000円 106億9465万2757円 93.34%

特別会計

国民健康保険
歳入 27億6284万0000円 27億3858万5347円 99.12%

歳出 27億6284万0000円 26億8734万2085円 97.27%

後期高齢者医療
歳入 2億8044万4000円 2億7753万2029円 98.96%

歳出 2億8044万4000円 2億7500万4555円 98.06%

介護保険
歳入 22億2583万1000円 22億3485万9078円 100.41%

歳出 22億2583万1000円 21億2511万3159円 95.48%

宝積寺駅西第一 
土地区画整理事業

歳入 1億5840万1000円 1億5888万4526円 100.31%

歳出 1億5840万1000円 1億1920万3796円 75.25%

事業会計　　　（この会計の収支額は、収益的収支額+資本的収支額で記載しています。）

水道事業
収入 6億  679万3000円 6億1324万2890円 101.06%

支出 7億5741万7000円 7億2748万5776円 96.05%

下水道事業
収入 10億7528万0000円 10億5413万8926円 98.03%

支出 12億4882万5000円 12億   73万8028円 96.15%

全会計合計
歳入 185億6792万1000円 186億 509万3479円 100.20%

歳出 188億9209万0000円 178億2954万  156円 94.38%

一

般

質

問
一

般

質

問

特
別
企
画
１

議
会
報
告
会

９
月
定
例
会

特
別
企
画
２

９
月
定
例
会

７
月
臨
時
会

採

決

結

果

予
算
審
査
予
算
審
査

ち
ょ
っ
と
ブ
レ
イ
ク

一

般

質

問
特
集
ペ
ー
ジ

日

常

調

査

委
員
会
報
告
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こども医療費助成費
決算額　１億2792万円

　18歳までの医療費を、窓口支払い
なしで受診できる制度です。
　前年度と比較し、医療費は増加し
ていないが、コンビニ受診などで医
療費の増加が懸念されます。

元気あっぷむら整備に係る経費（平成30年度より繰り越された経費含む）
決算額　８億9860万円

　令和２年４月に「道の駅」としてリニューアルオープンすべく、本館の浴室・
脱衣所の改修や、親水公園に宿泊施設（グランピング）整備、情報発信館の
新設などを行いました。
　現在は、指定管理者の「塚原緑地研究所」が、民間経営の手腕を駆使し、
運営しています。（指定管理者には施設の維持管理および施設利用が委託され、
飲食などの営業は塚原緑地研究所の自主事業となっています。）
　今後、高根沢町のシンボルとして、どのように発展し、町民からも愛され、沢山の
来場者が訪れる施設になるのか、民間経営の手腕に期待しつつ注視していきます。

小中学校防犯カメラ設置事業
決算額　209万円

　近年、学校を取り巻く環境整備として防
犯というキーワードは外せません。
　安心して学べる学校環境を整えるため、
全小・中学校に防犯カメラを設置しました。
　各学校は防犯マニュアルにのっとり、常
に学校内の防犯チェックを行っています。

デマンドバス試験運行事業費
決算額　320万円

　従来は、２台で運行していたが、利用者
の増加で待ち時間が長くなり、また運転手
の休憩時間が確保できず、これを解消する
ため試験的に１台増やして運行しました。
　結果、課題の解消に繋がり、今年度より
３台で運行しています。

健康診査事業費
決算額　2879万円

　健康診査、がん検診を実施し、胃
がん検診864名、肺がん検診1726名、
大腸がん検診1694名、子宮がん検診
983名、乳がん検診1518名、骨密度
検査680名など、多くの方が健康を
意識され健診を受けています。

新型コロナウイルス対策学童
保育所特別開所事業費

決算額　229万円
　新型コロナの影響で、学校が臨時
休校となり、学童保育を臨時に午前
中のみ開所し、子どもたちを預けら
れる環境を整えました。

農産物加工品ブランド化
推進事業費決算額　325万円

　宝積寺駅東口で開催される「TAKANE
ZAWA　ROCKSIDE MARKET」開催
事業の委託事業と、高根沢のローカル
グルメに認定された商品に貼るシール
を作成しました。
　昨年はこのイベントに4万人を超え
る人が訪れ、本町が大いに賑わいまし
た。

あ
の
事
業
の
実
績
は

ど
う
だ
っ
た
？

９
月
定
例
会

一

般

質

問

特
別
企
画
１

議
会
報
告
会

特
別
企
画
２

特
別
企
画
２

９
月
定
例
会

７
月
臨
時
会

採

決

結

果

予
算
審
査

一

般

質

問

ち
ょ
っ
と
ブ
レ
イ
ク

特
集
ペ
ー
ジ

委
員
会
報
告

日

常

調

査
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町民の負託に応えた各議員の賛否!!　第403回定例会
上程された議案＆概要
賛成：〇　　　反対：×

※　小林栄治議員は議長のため採決に加わりません。

議
決
結
果

掲
載
ペ
ー
ジ

澤
畑　
宏
之

髙
根　
　
博

佐
藤　
晴
彦

鈴
木
伊
佐
雄

中
山
喜
美
一

加
藤　
　
章

齋
藤　
武
男

齋
藤　
誠
治

梅
村　
達
美

横
須
賀
忠
利

神
林　
秀
治

森　
　
弘
子

野
中　
昭
一

鈴
木　
利
二

阿
久
津
信
男

条例の一部改正
議案第１号 特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営

に関する基準を定める条例の一部改正 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可
決 −

令和元年度　歳入歳出決算
議案第２号 令和元年度一般会計歳入歳出決算認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 × 〇 〇 ○ 認

定P9,P10
議案第３号 令和元年度国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 認

定 P9
議案第４号 令和元年度後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 認

定 P9
議案第５号 令和元年度介護保険特別会計歳入歳出決算認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 認

定 P9

議案第６号～
議案第８号

令和元年度宝積寺駅西第一土地区画整理事業特別会
計歳入歳出決算認定・水道事業会計剰余金の処分及
び歳入歳出決算認定・下水道事業会計剰余金の処分
及び歳入歳出決算認定

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 認
定 P9

令和２年度　補正予算

議案第９号～
議案第13号

令和２年度一般会計補正予算議決・国民健康保険特
別会計補正予算議決・後期高齢者医療特別会計補正
予算議決・介護保険特別会計補正予算議決・宝積寺
駅西第一土地区画整理事業特別会計補正予算議決

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可
決
P6,
P7,
P8

指定管理者の指定
議案第14号 エコ・ハウスたかねざわに係る指定管理者の指定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可

決 P6
工事請負契約の締結
議案第15号 工事請負契約の締結（町民広場陸上競技場改修工事）〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可

決 P4
陳情
受理番号20号「新型コロナウイルス感染症の影響に伴う地方財政の急激な悪化に対し地方税財源の確保を求める意見」 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 採

択 P6

議員発議意見書
意見案第１号 新型コロナウイルス感染症の影響に伴う地方財政の

急激な悪化に対し地方税財源の確保を求める意見書 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可
決 −

追加議案（工事請負契約の締結）
追加議案第１号 工事請負契約の締結

（421−７号橋架替更新工事その１） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可
決 P4

追加議案（財産の取得）
追加議案第２号 財産の取得（小中学校学習用端末等） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可

決 P5

　宝積寺支店に赴任して２年が経過し、その間、高根沢町がどのような問題を抱え、
どう解決していくのかを知るために、議会をできる限り傍聴してきました。
　議会は、町が更に発展し、町民がより良いくらしを得るため、議員と執行部が意見
を交える場所であると思います。
　時には熱くなることもあることでしょう。
　しかし、議員の皆様も、執行部の皆様も、皆、高根沢町を思ってのことであり、少
しでも町が良くなるよう、知恵を絞っていることと思います。
　コロナ禍において、誰しもが不安を抱え生活をしている昨今でありますが、議会は
町民にとって、少しでも安心を提供できる存在になるよう、期待しております。

栃木銀行宝積寺支店
次長　島田貴之さん

傍聴者の声

全議案の採決結果

一

般

質

問
一

般

質

問

特
別
企
画
１

議
会
報
告
会

９
月
定
例
会

特
別
企
画
２

９
月
定
例
会

７
月
臨
時
会

委
員
会
報
告

予
算
審
査
予
算
審
査

ち
ょ
っ
と
ブ
レ
イ
ク

一

般

質

問
特
集
ペ
ー
ジ

採

決

結

果
日

常

調

査
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本
町
の
あ
る
べ
き

新
庁
舎
建
設
に
向
け
て

　
本
町
の
新
庁
舎
建
設
に
向

け
、
ど
の
よ
う
な
場
所
に
、

ど
の
程
度
の
規
模
が
い
い
の

か
な
ど
、
様
々
な
角
度
か
ら

検
証
す
べ
く
調
査
を
開
始
し

ま
し
た
。

　
今
回
は
、
現
在
建
設
が
進

め
ら
れ
て
い
る
、
壬
生
町
の

庁
舎
建
設
に
つ
い
て
研
究
し

ま
し
た
。

　
現
在
の
コ
ロ
ナ
事
情
を
踏

ま
え
、
現
地
に
行
っ
て
の
調

査
は
出
来
な
い
状
況
で
し
た

が
、
壬
生
町
の
協
力
に
よ
り
、

庁
舎
建
設
ま
で
の
各
種
資
料

と
、
質
問
に
対
す
る
回
答
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
を
基
に
、
調
査
研

究
し
ま
し
た
。

壬
生
町
新
庁
舎
の

注
目
ポ
イ
ン
ト

①
場
所
の
選
定

・
利
便
性
・
防
災
拠
点
性

・
町
づ
く
り
の
視
点

・
経
済
性

・
町
有
地
の
利
用

な
ど
の
４
項
目
で
検
討
し
た
。

②
財
源
確
保

・
国
の
「
市
町
村
役
場
機
能

緊
急
保
全
事
業
債
」

・
町
の
「
庁
舎
建
設
基
金
」

・
県
産
材
利
用
補
助
金

・
ふ
る
さ
と
納
税
で
の
寄
付

メ
ニ
ュ
ー
創
設

こ
れ
ら
を
財
源
と
し
負
担
軽

減
を
図
っ
て
い
る
。

③
庁
舎
機
能

・
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

・
防
災
機
能
の
充
実

・
交
流
・
創
造
、
発
信
の
場

　
こ
の
他
、
市
街
化
調
整
区

域
内（
地
区
計
画
を
定
め
た
）

に
建
設
し
て
い
る
こ
と
や
、

検
討
委
員
会
設
立
ま
で
の
プ

ロ
セ
ス
を
学
び
ま
し
た
。

　

今
回
の
調
査
・
研
究
で
、

当
委
員
会
は
課
題
に
対
す
る

結
論
を
見
出
す
た
め
、「
建

設
場
所
」、「
財
源
」、「
付
帯

施
設
」
な
ど
を
協
議
し
、
提

言
書
を
ま
と
め
て
い
き
ま
す
。

コ
ロ
ナ
の
影
響
で
福
祉
と

教
育
現
場
に
課
題
が

　

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
、

社
会
の
変
化
は
大
き
く
、
当

委
員
会
が
所
管
す
る
、
福
祉

の
現
場
や
教
育
の
場
に
お
い

て
も
例
外
な
く
変
化
が
訪
れ

て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、「
町
在
宅
福
祉

ネ
ッ
ト
」
の
方
か
ら
、
在
宅

福
祉
事
業
所
の
現
状
と
、「
学

校
教
育
課
」
か
ら
学
校
で
の

コ
ロ
ナ
・
熱
中
症
対
策
に
つ

い
て
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　
本
来
で
あ
れ
ば
、
現
場
に

直
接
伺
い
、
実
態
を
把
握
す

る
こ
と
が
望
ま
し
い
が
、
新

型
コ
ロ
ナ
対
策
を
実
施
し
て

い
る
た
め
、
現
地
調
査
は
行

い
ま
せ
ん
で
し
た
。

在
宅
福
祉
ネ
ッ
ト
が

捉
え
る
福
祉
事
業
の

現
状
と
課
題

　
今
年
６
月
に
、
在
宅
福
祉

ネ
ッ
ト
が
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
に
よ
る
と
、
コ
ロ
ナ

禍
に
お
け
る
事
業
の
中
止
や
、

感
染
症
対
策
、
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
利
用
者
宅
へ
の
訪
問
介
護
、

事
業
継
続
の
た
め
の
資
金
繰

り
な
ど
、
人
・
モ
ノ
・
金
・

情
報
す
べ
て
の
分
野
で
困
惑

し
て
い
る
状
況
で
し
た
。

　
ま
た
、
新
し
い
生
活
様
式

を
取
り
入
れ
る
う
え
で
、
介

護
現
場
で
は
ギ
ャ
ッ
プ
が
生

ま
れ
て
い
ま
し
た
。
介
護
に

は
密
着
し
た
ケ
ア
や
、
訪
問

に
よ
る
感
染
リ
ス
ク
の
増
加

が
懸
念
さ
れ
、
介
護
ス
タ
ッ

フ
の
不
安
が
ぬ
ぐ
い
切
れ
ず
、

離
職
や
介
護
拒
否
な
ど
が
加

速
的
に
増
加
す
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

　
当
委
員
会
は
、
行
政
と
し

て
何
が
お
手
伝
い
で
き
る
の

か
、
地
域
に
お
け
る
介
護
の

在
り
方
を
ど
の
よ
う
に
す
べ

き
な
の
か
を
今
後
も
検
証
し

て
い
き
ま
す
。

児
童
・
生
徒
が

安
心
し
て
通
え
る
学
校

　
各
学
校
は
、
文
部
科
学
省

に
よ
る
「
新
し
い
生
活
様
式

を
踏
ま
え
た
学
校
の
行
動
基

準
」
に
も
と
づ
き
、
児
童
生

徒
の
健
や
か
な
学
び
の
保
障

と
安
全
を
両
立
す
る
た
め
、

学
校
・
家
庭
で
の
健
康
観
察

や
、
運
動
会
等
の
学
校
行
事

の
中
止
、
長
期
休
校
の
縮
小

な
ど
、
感
染
や
拡
大
の
リ
ス

ク
を
可
能
な
限
り
低
減
す
る

た
め
の
様
々
な
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
夏
の
感
染
予
防
と

熱
中
症
対
策
を
確
認
す
る
と
、

体
育
等
の
屋
外
活
動
時
に
は

人
と
の
距
離
を
保
ち
つ
つ
マ

ス
ク
を
外
す
な
ど
の
対
応
は

と
れ
て
い
ま
し
た
。

　
今
後
も
、
学
校
で
の
コ
ロ

ナ
対
策
に
注
視
し
、
児
童
・

生
徒
の
安
全
の
確
立
に
向
け

て
、
状
況
に
応
じ
た
様
々
な

提
言
を
し
て
い
き
ま
す
。

教
育
福
祉
常
任
委
員
会

総
務
常
任
委
員
会

庁舎整備・コロナ禍の教育、福祉
・土地利用の見直しなど

課題解決に向け常任委員会の調査が始まりました

文部科学省
学校の新しい生活様式

現在の壬生町庁舎
建設中の新庁舎が待ち遠しい

フェイスガードをしての英語の授業（北中）

９
月
定
例
会

一

般

質

問

特
別
企
画
１

議
会
報
告
会

特
別
企
画
２

特
別
企
画
２

９
月
定
例
会

７
月
臨
時
会

委
員
会
報
告
採

決

結

果

予
算
審
査

日

常

調

査

一

般
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問

ち
ょ
っ
と
ブ
レ
イ
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特
集
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ー
ジ

（12）



将
来
ビ
ジ
ョ
ン
の

創
造
に
向
け
て

　
本
町
の
過
去
を
振
り
返
る

と
、
外
せ
な
い
課
題
の
一
つ

に
、
昭
和
45
年
に
行
わ
れ
た

「
市
街
化
調
整
区
域
」と「
市

街
化
区
域
」
の
線
引
き
が
あ

り
ま
す
。

　

あ
れ
か
ら
50
年
が
経
ち
、

当
時
の
状
況
と
現
在
で
は
社

会
は
大
き
く
変
化
し
、
本
町

の
今
後
を
考
え
る
上
で
は
、

都
市
計
画
の
見
直
し
や
、
地

区
計
画
の
適
用
な
ど
を
視
野

に
入
れ
た
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
を

創
造
し
て
い
く
必
要
は
あ
り

ま
す
。

　
そ
こ
で
、
ま
ず
は
現
状
を

よ
く
把
握
す
る
必
要
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
都
市
整
備
課
の

説
明
に
よ
り
、
都
市
計
画
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
と
、
町
道
路

網
整
備
計
画
に
つ
い
て
調

査
・
研
究
を
し
ま
し
た
。

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
が
示
す
将
来
像

　
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
は
、
町
づ
く
り
の
基
本
的

な
考
え
方
や
、
都
市
計
画
の

目
標
と
な
る「
将
来
都
市
像
」

を
定
め
、
こ
れ
を
実
現
す
る

た
め
の
方
策
に
導
く
た
め
、

「
全
体
構
想
」
で
目
指
す
べ

き
都
市
像
の
実
現
に
向
け
課

題
に
対
応
し
た
整
備
の
基
本

方
針
を
定
め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、「
地
域
別
構
想
」
で
、

望
ま
し
い
市
街
地
や
、
地
域

の
将
来
イ
メ
ー
ジ
、
実
施
す

る
街
づ
く
り
の
方
針
を
定
め

て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
特
に
「
土
地
利

用
の
見
直
し
」
に
つ
い
て
現

状
や
課
題
に
つ
い
て
調
査
・

研
究
し
ま
し
た
。

　
当
委
員
会
と
し
て
は
、
本

町
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
を
創
造

し
な
が
ら
、
い
か
に
し
て
創

造
を
現
実
に
す
る
か
を
検
証

し
て
行
き
ま
す
。

生
活
課
題
の
解
消
へ

道
路
施
策
の
計
画
は

　

町
道
路
網
整
備
計
画
は
、

宝
積
寺
地
域
の
道
路
交
通
に

か
か
わ
る
も
の
で
、「
地
域

経
営
計
画
２
０
１
６
」や「
都

市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」

で
示
す
将
来
像
に
基
づ
き
、

限
ら
れ
た
財
政
の
中
で
、
将

来
道
路
網
の
整
備
方
針
を
取

り
ま
と
め
、
今
後
の
道
路
整

備
の
施
策
推
進
に
活
用
す
る

こ
と
を
目
的
に
策
定
さ
れ
ま

し
た
。

　

今
回
は
、「
都
市
計
画
道

路
・
新
設
道
路
・
道
路
拡
幅
」

な
ど
の
整
備
計
画
に
対
し
、

「
短
期
・
中
長
期
・
区
画
整

理
整
備
路
線
」
の
現
状
と
今

後
の
課
題
に
つ
い
て
調
査
・

研
究
を
し
ま
し
た
。

　
当
委
員
会
は
、
宝
積
寺
地

内
の
現
状
と
課
題
を
照
ら
し

合
わ
せ
な
が
ら
、
い
か
に
し

て
道
路
網
整
備
が
早
期
に
整

備
で
き
る
か
を
検
証
し
、
結

論
を
提
言
し
て
い
き
ま
す
。

表
紙
写
真
の
紹
介

コ
ロ
ナ
禍
で
の
学
校
行
事

　「
ど
ん
な
時
で
も

　
　
　
楽
し
く
全
力
で
」

　
今
回
の
表
紙
写
真
は
、
阿

久
津
中
学
校
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ

ス
タ
」
で
の
、
紅
白
の
両
応

援
団
長
を
選
ば
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
、

臨
時
休
業
を
余
儀
な
く
さ
れ

た
小
・
中
学
校
で
は
、
授
業

の
時
間
を
奪
わ
れ
た
こ
と
に

伴
っ
て
、
行
事
を
中
止
に
し

た
り
、
簡
素
化
す
る
な
ど
の

対
応
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
表
紙
写
真
だ
け
見
る

と
、
い
つ
も
通
り
の
「
体
育

祭
」
が
行
わ
れ
て
い
る
と
思

い
ま
す
が
、
コ
ロ
ナ
対
策
の

た
め
に
無
観
客
で
行
わ
れ
、

各
学
年
ご
と
の
１
種
目
の
ほ

か
、
全
学
年
で
の
選
抜
リ

レ
ー
、
応
援
合
戦
（
３
年
生

の
み
の
応
援
団
）
し
か
で
き

ず
、
従
来
よ
り
大
き
く
縮
小

し
た
形
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
感
染
症
対
策
と
し

て
、
基
本
は
マ
ス
ク
を
着
用

し
、
競
技
が
終
わ
る
と
手
洗

い
を
す
る
な
ど
、
万
全
な
対

策
で
行
っ
て
い
ま
し
た
。

　
体
育
祭
が
簡
素
化
さ
れ
た

形
に
、
生
徒
た
ち
の
気
持
ち

は
沈
ん
で
い
る
の
で
は
と
心

配
で
し
た
が
、
各
学
年
、
各

ク
ラ
ス
で
、
ク
ラ
ス
旗
を
作

り
、
た
っ
た
一
つ
の
競
技
で

も
団
結
し
、
応
援
し
合
い
、

真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
る
姿

に
感
動
し
ま
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
の
収
束
が
見

え
な
い
中
で
は
あ
る
が
、
本

町
の
子
ど
も
達
が
こ
の
苦
境

に
も
負
け
ず
、
力
強
く
歩
ん

で
い
る
こ
と
が
わ
か
り
、
将

来
に
向
か
い
、
更
に
た
く
ま

し
く
成
長
し
続
け
て
く
れ
る

こ
と
を
、
期
待
し
て
い
ま
す
。

建
設
産
業
常
任
委
員
会

町道路網整備計画

都市計画マスタープラン
概要版

朝夕の混雑がひどい
「ちょっ蔵への道」

一

般

質

問
一

般

質

問

特
別
企
画
１

議
会
報
告
会

９
月
定
例
会

特
別
企
画
２

９
月
定
例
会

７
月
臨
時
会

委
員
会
報
告
採

決

結

果

予
算
審
査
予
算
審
査

日

常

調

査
ち
ょ
っ
と
ブ
レ
イ
ク

一

般

質

問
特
集
ペ
ー
ジ
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町
政
を
問
う
！

篠
﨑
俊
夫
さ
ん
か
ら
ひ
と
言  

　
祭
り
に
つ
い
て
語
り
ま
し

た
が
、
今
年
度
は
コ
ロ
ナ
の

影
響
で
、
本
町
の
お
祭
り
は

全
面
的
に
中
止
と
な
り
、
誠

に
寂
し
い
年
と
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
が
早
急
に
収
束
し
、

様
々
な
自
粛
か
ら
解
放
さ
れ
、

風
に
乗
っ
た
祭
囃
子
の
音
が

町
中
に
響
き
渡
る
日
が
来
る

こ
と
を
待
ち
望
ん
で
い
ま
す
。

　
祭
り
と
は
、『「
ま
つ
る
こ

と
」
で
「
祭さ
い
祀し

・
祭さ
い
礼れ
い
・
俳は
い

諧か
い
」
で
は
、
特
に
夏
祭
り
を

い
う
。』
と
辞
書
に
あ
る
。

　
祭
り
は
、「
無
病
息
災
、安

全
」
を
祈
る
場
所
と
し
て
、

寺
院
、
神
社
、
神
宮
な
ど
に

鎮
守
の
神
を
祀ま
つ
っ
た
も
の
や
、

「
五
穀
豊
穣
」
を
祈
り
そ
の

神
を
祀
っ
た
も
の
も
あ
る
。

　
例
祭
は
、
夏
期
に
年
中
の

一
大
行
事
と
し
て
、
盛
大
に

行
わ
れ
、
従
来
の
慣
例
を
忠

実
に
継
承
さ
れ
て
い
る
も
の

も
数
多
い
が
、
現
代
風
に
簡

素
化
さ
れ
た
も
の
も
あ
る
。

 　
祭
礼
で
は
、
笛
、
太
鼓

で
賑
や
か
に
祭
囃
子
が
演
奏

さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
や
が

て
花
屋
台
が
で
き
、
各
地
域

で
豪
華
な
彫
刻
屋
台
が
競
っ

て
作
ら
れ
、
町
中
を
引
き
回

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
お
囃
子
は
、
大
太
鼓
・
締

め
太
鼓
（
２
個
）・
鉦か
ね
・
笛

で
演
奏
す
る
五
人
囃
子
が
基

本
だ
が
、
時
に
は
多
人
数
で

演
奏
し
大
い
に
盛
り
上
が
る

場
面
も
あ
る
。

　
お
囃
子
の
伝
承
に
は
譜
面

な
ど
無
く
、口
伝（
く
で
ん
）で

あ
っ
た
た
め
、各
流
派
の
指
導

者
の
采
配
で
、徐
々
に
変
化

し
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　
以
前
は
、
各
集
落
に
お
囃

子
会
が
あ
っ
た
が
、
祭
り
の

多
様
化
な
ど
で
衰
退
を
辿
り
、

町
内
で
は
現
在
６
団
体
程
度

ま
で
減
少
し
た
。

　
た
か
ね
ピ
ア
は
諸
事
情
で

中
止
と
な
っ
た
が
、
今
で
は

秋
の
風
物
詩
と
な
っ
た
「
た

ん
た
ん
祭
り
」
が
平
成
23
年

に
、
開
催
さ
れ
た
。

　
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
の
「
た
ん

た
ん
ボ
ッ
チ
」
を
主
体
に
、

多
種
多
様
な
演
出
や
模
擬
店
、

そ
し
て
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
に

は
、
秋
の
澄
ん
だ
夜
空
に
花

火
が
打
ち
上
げ
ら
れ
、
盛
大

に
行
わ
れ
て
い
る
。

　
10
代
の
方
は
わ
か
ら
な
い

か
も
し
れ
な
い
が
、
昭
和
54

年
か
ら
平
成
20
年
ま
で
例
年

８
月
14
日
に
「
盆
踊
り
・
花

火
大
会
」が
行
わ
れ
て
い
た
。

　
特
に
印
象
深
か
っ
た
の
が
、

「
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
制
定
」
を

記
念
し
展
開
さ
れ
た
「
た
か

ね
ピ
ア
夏
祭
り
94
」。

　

西
小
学
校
の
開
校
も
記
念

さ
れ
、８
月
上
旬
、現
在
の
な

か
よ
し
公
園
で
こ
の
祭
り
の
前

夜
祭
が
開
催
さ
れ
、屋
台
５
台
、

お
神
輿
15
基
が
集
め
ら
れ
約

２
万
人
の
観
客
で
賑
わっ
た
。

　
８
月
14
日
に
は「
盆
踊
り・

花
火
大
会
」
が
行
わ
れ
、
こ

の
年
の
夏
は
町
全
体
が
お
祭

り
一
色
に
染
ま
り
、
活
気
に

満
ち
て
い
た
。

歴史を感じる天神坂の山車

櫓（やぐら）の周りで舞う様子

盆踊り大会でのユニークな仮装

存在感のあるたんたんボッチ

にぎやかな気分をかきたてる
お囃子

ち
ょ
っ
と

ブ
レ
イ
ク

「
南
区
お
囃は
や
し子
保
存
会
」会
長
の
篠
﨑
俊
夫
さ
ん
か
ら

「
祭
り
」に
つ
い
て
お
話
し
を
聞
い
て
み
ま
し
た
。

「
祭
り
」は
人
々
の
願
い

を
込
め
た
一
大
行
事

お
囃
子
は
、リ
ズ
ム・メ

ロ
デ
ィ
ー・ハ
ー
モ
ニ
ー

新
た
な
祭
り
へ
の
転
換

「
た
ん
た
ん
祭
り
」

な
つ
か
し
い
、活
気

に
満
ち
た
夏
祭
り

コロナの影響でお祭りが…
高根沢の「祭り」の歴史を聞く

９
月
定
例
会

一

般

質

問

特
別
企
画
１

議
会
報
告
会

特
別
企
画
２

特
別
企
画
２

９
月
定
例
会

７
月
臨
時
会

委
員
会
報
告
採

決

結

果

予
算
審
査

日

常

調

査

一

般

質

問

ち
ょ
っ
と
ブ
レ
イ
ク

特
集
ペ
ー
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町
政
を
問
う
！

篠
﨑
俊
夫
さ
ん
か
ら
ひ
と
言  

　
祭
り
に
つ
い
て
語
り
ま
し

た
が
、
今
年
度
は
コ
ロ
ナ
の

影
響
で
、
本
町
の
お
祭
り
は

全
面
的
に
中
止
と
な
り
、
誠

に
寂
し
い
年
と
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
が
早
急
に
収
束
し
、

様
々
な
自
粛
か
ら
解
放
さ
れ
、

風
に
乗
っ
た
祭
囃
子
の
音
が

町
中
に
響
き
渡
る
日
が
来
る

こ
と
を
待
ち
望
ん
で
い
ま
す
。

　詳細は、YouTubeやDVD・
会議録をご覧ください。

　会議録は、定例会及び臨時会の終
了後、約２ケ月後に発行しています。
　役場・図書館（中
央館・仁井田分館・
上高根沢分館）で貸
出し、閲覧ができま
す。

DVD・会議録

６
人
の
議
員
が
登
壇

◆佐藤　晴彦　議員………………………………………16
①今後の財政計画は
②学校管理・運営における公費・私費負担の明文化を

◆澤畑宏之　議員…………………………………………17
①農村活性化に向けた市街化調整区域の規制緩和は
②太陽光発電設備の設置について町の考えは

◆齋藤　武男　議員………………………………………18
①高根沢町産「とちぎの星」を活用したプロモーション事業の行方は
②新型コロナウイルス感染症対策の取り組みは

◆齋藤　誠治　議員………………………………………19
①農業振興地域整備計画の見直しは
②産科誘致事業の算出根拠と進捗状況は

◆森　　弘子　議員………………………………………20
①高根沢町道路網整備計画の見通しは
②コロナ禍における対策は
③平和行政への取り組みは

◆横須賀忠利　議員………………………………………21
①町の基幹産業である農業政策は
②農道と町道を活かした生活環境改善をどう図る
③産科誘致事業の進捗状況は
④健全な財産管理は YouTube

　各議員一般質問のページにある
ＱＲコード、または、「高根沢町議
会　第403回」で検索一般質問って？

　一般質問は、町の行財政全般に関し、議員主導で政策的な論議
をする場です。
　議長が、質問と答弁がよくかみ合うように議事を進めるため、
質問する議員も、受ける執行機関もともに十分な準備が必要です。
そのため、議員としては、質問の構想を練り理論構成をしてその
要旨を議長に通告する、通告制をとっています。
　質問時間は、一人につき質問、答弁、再質問を含め60分以内です。

　本紙では、■の質問を要約して掲載しています。

一

般

質

問
一

般

質

問

特
別
企
画
１

議
会
報
告
会

９
月
定
例
会

特
別
企
画
２

９
月
定
例
会

７
月
臨
時
会

委
員
会
報
告
採

決

結

果

予
算
審
査
予
算
審
査

日

常

調

査
ち
ょ
っ
と
ブ
レ
イ
ク

一

般

質

問
特
集
ペ
ー
ジ

（15）（15）

広報誌がスマホで見れて便利
「マチイロ」＆
「栃木イーブックス」を検索

暮らしの政治を見てみよう
議会傍聴へお越しください
　次回の議会（定例会）日程は、
12月１日（火）～10
日（木）の予定。
　日程詳細・議事録
は、町ホームページを
ご覧ください。

「議会だより」表紙写真募集
　写真は町内のイベントや人物、
風景を撮ったものをデータで提出
してください。皆様のご協力をお
願いいたします。

次回の発行は１月20日になります。
議会の情報をより早く皆様へ

マチイロHP トチギイーブックスHP傍聴の手続き



議　員

　　

Ａ  

教
育
長

　

本
町
の
学
校
運
営
で
は
、

保
護
者
に
負
担
を
課
す
、私

費
で
の
支
出
を
し
て
い
る
事

例
は
な
い
。

　
た
だ
し
、Ｐ
Ｔ
Ａ
が
独
自
の

判
断
で
、児
童・生
徒
の
教
育

環
境
の
充
実
を
図
る
た
め
、支

援
を
し
て
い
る
事
例
は
あ
る
。

※
私
費
と
は

　
学
校
に
関
し
た
私
費
は
、団
体
会

計（
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
費
や
後
援
会
費
な

ど
）や
、学
校
徴
収
金（
教
材
費
や
部

活
動
費
な
ど
）、自
主
購
入
経
費（
筆

記
用
具
や
制
服
な
ど
）を
指
す
。

法
に
則
し
た
、
学
校
管

理
は
し
て
ま
す
か
？

Ｑ
学
校
教
育
法
第
５

条
に
、「
学
校
の
設

置
者
は
、
そ
の
設
置
す
る
学

校
を
管
理
し
、
法
令
に
特
別

の
定
の
あ
る
場
合
を
除
い
て

は
、そ
の
経
費
を
負
担
す
る
」

と
あ
る
が
、小
中
学
校
で
、公

費
負
担
と
な
る
も
の
を
、
私

費
負
担
で
賄
っ
て
い
る
事
例

は
あ
る
か
？

共
通
認
識
で
き
る
負
担

区
分
を
定
め
る
べ
き

Ｑ
公
費・私
費
負
担
を

明
確
に
分
け
た
一

覧
表
を
作
成
し
、「
行
政・
学

校
・
保
護
者
」
が
、
共
通
の

認
識
を
図
る
必
要
が
あ
る
と

考
え
る
が
？

Ａ  

教
育
長

　
学
校
運
営
・
管
理
に
係
る

も
の
は
「
公
費
」、
個
人
が

所
有・使
用
す
る
も
の
は「
私

費
」
と
定
義
さ
れ
る
が
、
物

品
ご
と
に
区
分
は
で
き
ず
、

ど
の
よ
う
な
目
的
で
、
ど
の

様
に
使
用
さ
れ
る
か
で
判
断

す
る
も
の
と
捉
え
て
い
る
。

　
負
担
区
分
を
明
確
に
分
け

た
一
覧
表
の
作
成
は
考
え
て

い
な
い
が
、
会
計
事
務
に
携

わ
る
教
職
員
を
対
象
に
、
負

担
の
定
義
や
考
え
方
の
指
導

を
行
い
、
学
校
会
計
の
適
正

管
理
を
図
る
。

問
学
校
管
理・運
営
の
公
費・※私
費
負
担
の
明
文
化
を

　
答【
教
育
長
】明
確
に
分
け
た
一
覧
表
の
作
成
は

考
え
て
い
な
い

緊
縮
財
政
の
中
で
の

予
算
編
成
は
？

Ｑ
令
和
３
年
度
の
税

収
減
が
予
想
さ
れ
、

町
の
借
金
で
も
あ
る
地
方
債

の
残
高
も
増
加
し
、
将
来
へ

の
負
担
が
心
配
さ
れ
る
状
況

に
あ
る
。

　
今
後
ど
の
よ
う
な
予
算
編

成
を
考
え
、
ま
た
、
財
政
調

整
基
金
の
積
み
立
て
や
、
地

方
債
の
減
少
を
ど
の
よ
う
に

し
て
い
く
考
え
か
？

Ａ  
町
長

　
次
年
度
の
予
算
編
成
に
あ

た
り
、
財
政
調
整
基
金
の
残

高
を
10
億
円
程
度
に
ま
で
戻

す
必
要
が
あ
り
、
今
年
度
当

初
予
算
１
０
７
億
６
０
０
０

万
円
か
ら
、
経
常
的
な
経
費

を
最
低
限
10
％
削
減
と
、
既

存
事
業
の
見
直
し
を
す
る
よ

う
指
示
し
た
。

　
こ
う
す
る
こ
と
で
、
新
型

コ
ロ
ナ
の
よ
う
な
予
測
で
き

な
い
状
況
で
の
支
出
に
備
え

て
い
く
考
え
で
い
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響

Ｑ
現
在
の
財
政
状
況

を
、
ど
う
分
析
し

て
い
る
か
？

Ａ  

町
長

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対

策
に
、
一
般
財
源
だ
け
で
５

億
７
０
０
０
万
円
を
支
出
し
、

財
政
調
整
基
金
の
残
高
は
一

時
、
約
５
億
８
０
０
０
万
円

ま
で
減
少
し
た
。

　
財
政
調
整
基
金
が
こ
こ
ま

で
減
少
し
た
の
は
、
平
成
23

年
度
末
の
東
日
本
大
震
災
後

以
来
で
、
当
時
の
約
６
億
６

０
０
０
万
円
を
下
回
り
、
危

機
的
な
状
況
に
陥
っ
て
い
る

と
分
析
し
て
い
る
。

※
財
政
調
整
基
金
と
は

　
突
発
的
な
災
害
や
、
緊
急
を
要

す
る
経
費
に
備
え
る
た
め
に
資
金

を
積
み
立
て
て
お
く
基
金

財
政
財
政 佐藤　晴彦

問今後の財政計画は
　答【町長】事業の見直しと経費10％削減

関東・東北豪雨（平成２７年）で町内で起きた土砂災害
突発的に何が起きても大丈夫な財政運営を期待する

前年度の阿久津小ＰＴＡによる奉仕活動
子どもたちのために学校と保護者が理解し合う

学
校

管
理
学
校

管
理

※

９
月
定
例
会

一

般

質

問

特
別
企
画
１

議
会
報
告
会

特
別
企
画
２

特
別
企
画
２

９
月
定
例
会

７
月
臨
時
会

委
員
会
報
告
採

決

結

果

予
算
審
査

日

常

調

査

一

般

質

問

ち
ょ
っ
と
ブ
レ
イ
ク

特
集
ペ
ー
ジ
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議　員

手
続
き
が
必
要
と
な
る

太
陽
光
発
電
設
備

Ｑ
非
住
宅
用
太
陽
光

発
電
設
備
の
設
置

の
行
政
手
続
き
は
？

　
ま
た
、
農
地
へ
の
太
陽
光

発
電
設
置
の
条
件
は
？

Ａ  

町
長

　
設
置
事
業
者
は
、
経
済
産

業
省
の
「
事
業
計
画
策
定
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
踏
ま
え
、

事
業
計
画
の
認
定
申
請
が
必

要
で
あ
る
。

　
５0 

ＫＷ
以
上
の
設
備
を
設
置

す
る
事
業
者
は
、
町
へ
事
業

概
要
書
の
提
出
と
事
前
相
談

を
し
、
関
係
法
令
の
適
合
確

認
や
、
申
請
等
に
対
す
る
指

導
、
助
言
を
し
て
い
る
。

　
農
地
法
第
４
条
、
ま
た
は

第
５
条
の
農
地
転
用
許
可
が

必
要
と
な
る
。

問
本
町
の
自
然
景
観
を
守
る
対
策
を

　
答【
町
長
】今
後
、
景
観
保
持
の
検
討
が

必
要
に
な
る

人
口
増
加
に
向
け
て

Ｑ
市
街
化
調
整
区
域

の
宅
地
に
、
所
有

者
以
外
の
人
で
も
家
を
建
て

ら
れ
る
の
か
？

Ａ  

町
長

　
「
市
街
化
調
整
区
域
内
に

長
期
居
住
す
る
者
の
た
め
の

住
宅
」や「
市
街
化
区
域
に
隣

接
す
る
等
の
既
存
の
宅
地
に

お
け
る
自
己
用
住
宅
」
な
ど

の
開
発
基
準
を
満
た
せ
ば
、

所
有
者
以
外
の
方
で
も
住
宅

の
建
築
は
可
能
と
な
る
。

農
村
活
性
化
に
繋
げ
る
の
か

Ｑ
県
は
昨
年
12
月
に
、

地
域
再
生
に
向
け

た
市
街
化
調
整
区
域
の
開
発

基
準
の
改
正
を
発
表
し
た

が
、こ
れ
を
ふ
ま
え
町
は
、ど

の
よ
う
な
対
応
を
考
え
て
い

る
の
か
？

Ａ  
町
長

　
今
回
の
改
正
は
市
街
化
調

整
区
域
内
の
既
存
の
ス
ト
ッ

ク
を
利
活
用
し
や
す
く
し
、

地
域
の
実
情
に
応
じ
た
地
域

再
生
に
向
け
た
取
組
を
支
援

す
る
も
の
で
あ
る
が
、
町
が

独
自
に
対
応
で
き
る
も
の
は

含
ま
れ
て
い
な
い
。

澤畑　宏之

問農村活性化に向けた対応を
　答【町長】町が独自に対応できるものはない

農
村

活
性
農
村

活
性

緊
縮
財
政
の
中
で
の

予
算
編
成
は
？

Ｑ
令
和
３
年
度
の
税

収
減
が
予
想
さ
れ
、

町
の
借
金
で
も
あ
る
地
方
債

の
残
高
も
増
加
し
、
将
来
へ

の
負
担
が
心
配
さ
れ
る
状
況

に
あ
る
。

　
今
後
ど
の
よ
う
な
予
算
編

成
を
考
え
、
ま
た
、
財
政
調

整
基
金
の
積
み
立
て
や
、
地

方
債
の
減
少
を
ど
の
よ
う
に

し
て
い
く
考
え
か
？

Ａ  

町
長

　
次
年
度
の
予
算
編
成
に
あ

た
り
、
財
政
調
整
基
金
の
残

高
を
10
億
円
程
度
に
ま
で
戻

す
必
要
が
あ
り
、
今
年
度
当

初
予
算
１
０
７
億
６
０
０
０

万
円
か
ら
、
経
常
的
な
経
費

を
最
低
限
10
％
削
減
と
、
既

存
事
業
の
見
直
し
を
す
る
よ

う
指
示
し
た
。

　
こ
う
す
る
こ
と
で
、
新
型

コ
ロ
ナ
の
よ
う
な
予
測
で
き

な
い
状
況
で
の
支
出
に
備
え

て
い
く
考
え
で
い
る
。

空き地に設置された太陽光発電設備、
周囲の景観への影響は？

市街化調整区域内での空き家
建て替えるには宇都宮土木事務所へ相談が必要

　
今
後
、
太
陽
光
発
電
設
備

が
増
加
し
、
著
し
く
景
観
の

悪
化
が
懸
念
さ
れ
る
場
合
は
、

景
観
を
保
つ
取
り
組
み
の
検

討
が
必
要
と
な
る
。

　
ま
た
、
全
国
町
村
会
は
国

に
対
し
、
自
治
体
と
の
協
議

や
関
係
法
令
の
整
備
な
ど
の

対
策
を
要
望
し
て
い
る
。

　
本
町
は
、
こ
の
要
望
に
対

す
る
国
の
対
応
を
注
視
し
て

い
く
。

自
然

景
観
自
然

景
観

豊
か
な
自
然
景
観
へ
の
影

響
や
、災
害
の
心
配
は
？

Ｑ
東
部
台
地
山
林
の
、

太
陽
光
発
電
設
備

に
よ
る
景
観
へ
の
影
響
は
？

Ａ  

町
長

　
森
林
法
で
、
開
発
を
伴
う

森
林
の
伐
採
は
、
１
ｈａ
以
下

は
規
制
が
な
く
、
１
ｈａ
を
超

え
る
場
合
は
、「
林
地
開
発

許
可
制
度
」
に
よ
り
、
自
然

災
害
、
環
境
悪
化
の
恐
れ
が

あ
る
開
発
行
為
な
ど
は
規
制

さ
れ
、
県
知
事
の
許
可
が
必

要
と
な
る
。

　

町
は
、「
町
景
観
条
例
」

を
制
定
し
て
い
る
が
、
東
部

地
区
台
地
の
太
陽
光
発
電
設

備
は
、
条
例
の
届
出
対
象
に

な
っ
て
い
な
い
。

一

般

質

問
一

般

質

問

特
別
企
画
１

議
会
報
告
会

９
月
定
例
会

特
別
企
画
２

９
月
定
例
会

７
月
臨
時
会

委
員
会
報
告
採

決

結

果

予
算
審
査
予
算
審
査

日

常

調

査
ち
ょ
っ
と
ブ
レ
イ
ク

一

般

質

問
特
集
ペ
ー
ジ
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議　員
産
業
産
業

支
援
の
拡
大
で

経
済
対
策
を

Ｑ
地
域
で
の
消
費
拡

大
に
繋
が
る
よ
う

な
、
町
独
自
の
新
た
な
助
成

を
考
え
て
い
る
か
？

問
感
染
症
対
策
の
取
り
組
み
は

　
答【
町
長
】中
止
し
た
事
業
費
を

感
染
症
対
策
に
活
用

中
止
事
業
の
予
算
は

ど
う
な
る
？

Ｑ
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
拡
大

防
止
の
た
め
中
止
し
た
事
業

に
伴
う
予
算
の
再
編
成
は
？

Ａ  

町
長

　

一
般
会
計
補
正
予
算
で
、

感
染
症
拡
大
に
伴
い
中
止
し

た
事
業
費
の
、
約
３
０
０
０

万
円
を
減
額
し
た
。

　
減
額
分
は
、
既
に
実
施
し

て
い
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
策
の
財
源
と
し

て
活
用
す
る
考
え
で
あ
る
。

事
業
の
行
方
は
？

Ｑ
新
型
コ
ロ
ナ
の
収

束
が
見
え
な
い
中

で
、
今
後
の
取
り
組
み
は
？

Ａ  

町
長

　
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業
は
、

地
方
創
生
推
進
交
付
金
を
活

用
し
、
令
和
４
年
度
ま
で
に

実
施
す
る
計
画
で
あ
り
、
今

年
度
出
来
な
い
事
業
は
次
年

度
以
降
に
実
施
し
て
い
く
。

学
校
給
食
で
の
利
用
促
進

Ｑ
地
産
地
消
と
販
売
促

進
を
図
る
う
え
で
、

積
極
的
に「
と
ち
ぎ
の
星
」を
学

校
給
食
に
使
用
で
き
な
い
か
？

Ａ  

教
育
長

　
「
と
ち
ぎ
の
星
」
を
活
用

し
た
「
ふ
れ
あ
い
給
食
」
を

実
施
し
て
い
る
。

　
販
売
促
進
の
観
点
で
は
な

く
、
教
育
活
動
と
し
て
「
斎

田
の
地　
高
根
沢
」
へ
の
郷

土
愛
譲
成
を
図
っ
て
い
く
。

齋藤　武男
Ｐ
Ｒ
は
出
来
て
い
る
の
？

Ｑ
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
拡
大

の
中
で
、
大
嘗
祭
で
選
ば
れ

た
本
町
産
「
と
ち
ぎ
の
星
」

の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業
を

ど
う
取
り
組
ん
で
き
た
か
？

Ａ  
町
長

　
４
月
17
日
に
、
感
染
症
拡

大
防
止
の
た
め
「
町
主
催
の

行
事
・
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
自

粛
」
を
決
定
し
、
Ｐ
Ｒ
事
業

の
実
施
延
期
も
決
定
し
た
。

　
今
年
度
は
、「
イ
ベ
ン
ト
開

催
に
よ
る
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

調
査
」、「
農
業
体
験
」は
行
わ

ず
、「
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
プ
ラ

ン
ニ
ン
グ
」、「
写
真・動
画
等

に
よ
る
広
告
宣
伝
」の
み
を

実
施
す
る
た
め
、事
業
契
約

に
向
け
事
務
を
進
め
て
い
る
。

問町産『とちぎの星』を活用したプロモーションは
　答【町長】今年度は広告宣伝等を進める

Ａ  

町
長

　
町
は
、
地
域
で
の
消
費
拡

大
以
前
に
、
事
業
者
を
存
続

さ
せ
る
こ
と
が
肝
要
と
判
断

し
、
制
度
融
資
に
特
化
し
て

い
る
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
緊
急
支
援
資
金
は
、

８
月
末
現
在
で
１
０
４
件
、

７
億
４
９
３
０
万
円
の
申
し

込
み
が
あ
り
、
依
然
と
し
て

相
談
・
申
し
込
み
が
あ
る
。

　
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券

発
行
事
業
は
、
令
和
２
年
度

予
算
編
成
で
町
商
工
会
に
事

業
の
継
続
を
打
診
し
た
が
、

要
望
は
な
か
っ
た
。

　
こ
の
状
況
を
勘
案
し
、
町

独
自
の
新
た
な
助
成
を
実
施

す
る
予
定
は
な
い
。 感

染
症

対
策
　

感
染
症

対
策

たわわに実る「とちぎの星」

今年度中止となった
「元気あっぷハーフマラソン」

昨年度発行されたプレミアム商品券
今年度の発行はされない

共　通　券

令和
元年

有効期間
町内の全加盟店で使えます

※有効期間を過ぎた商品券は使用できません。

高根沢町商工会

金千円金千円

TAKANEZAWA  TOWN  PREMIUM  COUPON  TICKET

令和 たんたんプレミアム商品券

令和
２年8/1～　 1/31

一　般　券

令和
２年

令和
元年8/1～　 1/31
有効期間

町内の大型店では使えません

※有効期間を過ぎた商品券は使用できません。

高根沢町商工会

金千円金千円

令和 たんたんプレミアム商品券

TAKANEZAWA  TOWN  PREMIUM  COUPON  TICKET

「たんたんプレミアム商品券」のご利用について

・この商品券は、高根沢町内の「たんたんプレミアム商品券」

取り扱い店でのみ商品とお引き換えします。

・この商品券は、現金と引き換えいたしません。

・この商品券は、おつりが出ません。

・こ の 商 品 券 は、た ば こ、商 品 券、プ リ ペ イ ド カ ー ド へ の

チャージ、ビール券、図書券、切手、はがき、印紙、金券など

換金性の高い商品はお引き換えできません。

・この商品券の盗難、紛失または滅失破損等に対しては、発

行者はその責を負わず再発行はいたしません。

・この商品券は、令和2年2月1日以降は使用できません。

高根沢町商工会
★お問い合わせ

〒329-1233
栃木県塩谷郡高根沢町大字宝積寺 2416
TEL 028（675）0337

取
り
扱
い
店
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定
例
会
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問

特
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企
画
１

議
会
報
告
会

特
別
企
画
２

特
別
企
画
２

９
月
定
例
会
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月
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時
会

委
員
会
報
告
採
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結

果

予
算
審
査

日
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問
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議　員

産
科
は
来
て
く
れ
る
？

Ｑ
産
科
誘
致
の
進
捗

状
況
は
？

Ａ  

町
長

　
町
医
師
団
長
、
塩
谷
郡
市

産
婦
人
科
医
会
長
に
説
明
を

し
、
そ
の
後
、
県
の
医
師
会

や
医
科
大
学
、
大
手
設
計
事

務
所
な
ど
に
事
業
の
趣
旨
や

概
要
等
を
説
明
し
た
通
知
を

送
付
し
、
協
力
を
依
頼
し
た
。

　
ま
た
、
報
道
機
関
へ
の
情

報
提
供
も
行
っ
た
。

　

さ
ら
に
、
町
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
広
報
で
、
事
業
を

Ｐ
Ｒ
し
、
町
内
の
金
融
機
関

に
、
誘
致
事
業
の
情
報
提
供

を
依
頼
し
た
。

　
現
在
、
町
議
か
ら
の
問
い

合
わ
せ
が
２
件
、
栃
木
銀
行

か
ら
の
情
報
提
供
で
、
産
科

医
院
へ
説
明
を
１
件
行
っ
た
。

１
億
円
の
補
助
は
妥
当
？

Ｑ
補
助
額
の
算
出
根

拠
は
？

Ａ  

町
長

　
産
科
医
院
の
、
開
業
に
お

け
る
建
設
費
用
の
総
額
が
、

４
億
円
か
ら
５
億
円
程
度
か

か
る
と
い
う
金
融
機
関
か
ら

の
情
報
と
、
全
国
の
先
進
事

例
の
補
助
金
額
を
参
考
に
、

１
億
円
と
設
定
し
た
。

全
国
の
先
進
事
例
の
補
助
額

　
埼
玉
県
鶴
ヶ
島
市

上
限
５
０
０
０
万
円

　
北
海
道
北
広
島
市

上
限
８
０
０
０
万
円

　
富
山
県
小
矢
部
市

上
限
１
億
円

　
栃
木
県
日
光
市

　
　
上
限
１
億
３
０
０
０
万

＋
１
床
当
た
り
５0
万
円

誘
致

事
業
誘
致

事
業

問産科誘致補助１億円の算出根拠は
　答【町長】全国の先進事例を参考に設定

田
園
環
境
ゾ
ー
ン
の
発
展

Ｑ
農
業
振
興
地
域
整

備
計
画
に
基
づ
く

「
ま
ち
づ
く
り
基
盤
整
備
構

想
」
の
想
定
は
？

Ａ  

町
長

　
農
業
振
興
地
域
は
、
土
地

利
用
の
骨
格
に
お
け
る
「
自

然
環
境
・
農
業
生
産
基
盤
の

保
全
・
活
用
」
を
目
指
す
田

園
環
境
ゾ
ー
ン
と
し
て
設
定

し
て
い
る
。

　
本
計
画
に
基
づ
く
田
園
環

境
の
保
全
に
配
慮
し
、
農
業

生
産
向
上
や
、
生
活
利
便
性

の
向
上
に
繋
が
る
道
路
整
備

な
ど
を
想
定
し
て
い
る
。

計
画
見
直
し
を

図
る
べ
き
で
は

Ｑ
農
振
計
画
見
直
し

の
方
針
と
、
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は
？

Ａ  

町
長

　
計
画
見
直
し
が
必
要
と
な

る
主
な
理
由
は
、
県
の
「
農

業
振
興
地
域
整
備
基
本
方

針
」の
変
更
と
、「
基
礎
調
査
」

の
結
果
で
あ
る
。

　
現
在
、
県
か
ら
は
次
期
見

直
し
の
予
定
は
示
さ
れ
て
い

な
い
。

　
基
礎
調
査
の
実
施
は
、「
農

業
振
興
地
域
の
整
備
に
関
す

る
法
律
」
に
、
前
回
の
実
施

後
か
ら
概
ね
５
年
と
規
定
さ

れ
て
い
る
が
、
私
の
現
任
期

後
の
た
め
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は

未
定
で
あ
る
。

齋藤　誠治
農
振

計
画
農
振

計
画

問農業振興地域整備計画の見直しは
　答【町長】任期後になることから未定

Ａ  

町
長

　
町
は
、
地
域
で
の
消
費
拡

大
以
前
に
、
事
業
者
を
存
続

さ
せ
る
こ
と
が
肝
要
と
判
断

し
、
制
度
融
資
に
特
化
し
て

い
る
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
緊
急
支
援
資
金
は
、

８
月
末
現
在
で
１
０
４
件
、

７
億
４
９
３
０
万
円
の
申
し

込
み
が
あ
り
、
依
然
と
し
て

相
談
・
申
し
込
み
が
あ
る
。

　
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券

発
行
事
業
は
、
令
和
２
年
度

予
算
編
成
で
町
商
工
会
に
事

業
の
継
続
を
打
診
し
た
が
、

要
望
は
な
か
っ
た
。

　
こ
の
状
況
を
勘
案
し
、
町

独
自
の
新
た
な
助
成
を
実
施

す
る
予
定
は
な
い
。

農振計画
ＱＲコード

本町の豊かな田園環境

産科誘致補助
ＱＲコード

一

般

質

問
一

般

質

問

特
別
企
画
１

議
会
報
告
会

９
月
定
例
会

特
別
企
画
２

９
月
定
例
会

７
月
臨
時
会

委
員
会
報
告
採

決

結

果

予
算
審
査
予
算
審
査

日

常

調

査
ち
ょ
っ
と
ブ
レ
イ
ク

一

般

質

問
特
集
ペ
ー
ジ
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議　員

Ａ  

町
長

　
「
平
和
首
長
会
議
行
動
計

画
」
で
は
、
世
界
恒
久
平
和

へ
の
道
筋
と
し
て
、
２
０
１

７
年
か
ら
２
０
２
０
年
ま
で

の
期
間
に
、「
核
兵
器
の
な

い
世
界
の
実
現
」
と
「
安
全

で
活
力
の
あ
る
都
市
の
実

現
」
に
取
り
組
む
目
標
を
掲

げ
て
お
り
、
そ
の
実
現
に
は

国
際
世
論
の
醸
成
・
拡
大
が

不
可
欠
で
あ
る
。

　
地
方
自
治
体
が
で
き
る
こ

と
で
、「
次
代
の
平
和
活
動

を
担
う
青
少
年
の
育
成
」
へ

の
取
り
組
み
が
あ
る
。

　
本
町
で
は
、
戦
没
者
遺
族

会
の
ご
協
力
で
、
中
学
２
年

生
を
対
象
に
、「
戦
争
体
験

講
和
」
を
実
施
し
て
い
る
。

問
戦
後
75
年
、本
町
の

　
　
平
和
へ
の
取
り
組
み
は
？

　
答【
町
長
】中
学
２
年
生
を
対
象
に

「
戦
争
体
験
講
和
」
を
実
施

Ａ  

町
長

　
都
市
計
画
道
路
の
、
宝
積

寺
西
通
り
、
西
駅
前
通
り
は
、

昨
年
度
「
概
略
設
計
業
務
」

を
発
注
し
、
今
年
６
月
に
業

務
が
完
了
し
た
。

　
し
か
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
防
止
対
策
の
観

点
で
、
地
元
説
明
会
で
は
な

く
、
資
料
郵
送
で
の
説
明
と

し
た
。

都
市
計
画
道
路
・

跨
線
橋
完
成
は
い
つ
？

Ｑ
「
短
期
整
備
路
線
」

に
位
置
づ
け
て
い

る
、
駅
西
地
区
の
都
市
計
画

道
路
３
路
線
（
西
通
り
・
西

駅
前
通
り
・
南
通
り
）
お
よ

び
町
道
１
１
９
号
線
跨
線
橋

の
整
備
年
次
計
画
は
？

森　　弘子

平
和
平
和

問宝積寺地域の「道路網整備計画」の見通しは
　答【町長】短期整備の事業期間は、
　　　　　　　　　　　　最短で約10年道
路
道
路

核
兵
器
の
な
い
世
界
へ

Ｑ
75
年
前
の
８
月
６

日
午
前
８
時
15
分

に
広
島
で
、
８
月
９
日
午
前

11
時
２
分
に
長
崎
へ
原
子
爆

弾
が
投
下
さ
れ
、
一
瞬
で
多

く
の
命
が
奪
わ
れ
た
。

　

本
町
は
、「
平
和
首
長
会

議
」
に
加
盟
し
て
い
る
が
、

こ
の
会
の
「
平
和
首
長
会
議

行
動
計
画
」
に
基
づ
い
た
本

町
の
取
り
組
み
は
？

町民広場入口にある「非核平和宣言」の碑

国道４号に通じる「御幸坂」　拡幅予定の都市計画道路南通り

　
今
年
度
は
、
道
路
用
地
の

権
利
者
調
査
を
実
施
し
た
。

　
来
年
度
以
降
は
権
利
者
調

査
に
基
づ
き
、沿
道
整
備
街
路

事
業
の
地
権
者
参
加
意
向
の

調
査
、事
業
計
画
の
策
定
、道

路
の
詳
細
設
計
、用
地
測
量

と
、順
に
事
業
を
進
め
て
い
く
。

　
南
通
り
は
、
土
地
の
境
界

確
認
を
行
い
、
道
路
用
地
の

測
量
業
務
を
発
注
し
、
令
和

３
年
度
以
降
は
、
道
路
用
地

の
不
動
産
鑑
定
、
物
件
補
償

鑑
定
等
を
実
施
し
た
後
で
、

地
権
者
と
用
地
交
渉
に
入
り
、

用
地
取
得
が
完
了
し
た
段
階

で
、
工
事
着
工
す
る
計
画
。

　
町
道
１
１
９
号
線
の
跨
線

橋
整
備
は
、
詳
細
設
計
が
昨

年
度
完
了
し
た
。

　
今
後
、
跨
線
橋
を
挟
ん
だ

東
西
の
用
地
交
渉
と
並
行
し
、

Ｊ
Ｒ
東
日
本
と
工
事
費
等
を

含
め
た
協
議
を
行
う
。

　
北
区・中
区・南
区
の
「
中

長
期
整
備
路
線
」
は
、
最
短

で
約
10
年
の
事
業
期
間
を
見

込
む
「
短
期
路
線
」
の
目
途

が
立
っ
た
時
点
で
、
整
備
順

位
を
決
定
し
て
い
く
。

９
月
定
例
会

一

般

質

問

特
別
企
画
１

議
会
報
告
会

特
別
企
画
２

特
別
企
画
２

９
月
定
例
会

７
月
臨
時
会

委
員
会
報
告
採

決

結

果

予
算
審
査

日

常

調

査

一

般

質

問

ち
ょ
っ
と
ブ
レ
イ
ク

特
集
ペ
ー
ジ
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議　員
道
路
道
路

重
要
な
チ
ェ
ッ
ク
機
関

「
監
査
」

Ｑ
町
の
監
査
制
度
と
、

監
査
委
員
の
役
割

り
は
？

Ａ  

町
長

　
監
査
制
度
と
監
査
委
員
の

役
割
は
、
地
方
自
治
法
と
町

監
査
委
員
に
関
す
る
条
例
等

に
定
め
ら
れ
て
い
る
と
お
り

こ
れ
ら
に
基
づ
き
、
監
査
が

行
わ
れ
て
い
る
も
の
と
認
識

し
て
い
る
。

※
監
査
制
度
と
は

　
町
民
の
求
め
る
行
政
サ
ー
ビ
ス

な
ど
の
行
政
事
務
を
行
う
に
あ
た
っ

て
、公
金
が
正
し
く
、効
率
的
に
使

わ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
予
算
執
行

や
財
務
に
関
す
る
事
務
が
適
正
に

行
わ
れ
て
い
る
か
な
ど
、
そ
の
他

町
の
行
政
事
務
全
般
に
わ
た
っ
て

チ
ェ
ッ
ク
す
る
機
関
と
し
て
、法
律

に
基
づ
き
設
け
ら
れ
て
い
る

住
民
の
安
全
確
保
に

向
け
て

Ｑ
北
区
か
ら
石
末
宿

へ
降
り
る
道
路
接

続
は
、
避
難
道
路
と
し
て
有

効
と
思
う
が
、
整
備
予
定
は

あ
る
の
か
？

Ａ  

町
長

　

こ
の
接
道
に
関
し
て
は
、

「
町
道
路
網
整
備
計
画
」
の

な
か
で
、「
中
長
期
整
備
路

線
」
と
し
て
整
備
を
計
画
し

て
い
る
。

　
「
短
期
整
備
路
線
」
の
整

備
の
目
途
が
つ
い
た
段
階
で
、

「
中
長
期
整
備
路
線
」
の
整

備
順
位
を
決
め
て
事
業
に
着

手
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問
健
全
な
財
政
管
理
は
？

　
答【
町
長
】法
令
等
に

基
づ
き
行
わ
れ
て
い
る

生
活
道
路
の
改
良
を

Ｑ
文
挟
か
ら
、
元
気

あ
っ
ぷ
む
ら
ま
で

南
北
に
伸
び
る
町
道
５
２
５

号
線
を
、
県
道
杉
山
石
末
線　

ま
で
接
続
さ
せ
る
整
備
計
画

は
あ
る
の
か
？

Ａ  
町
長

　
こ
の
道
路
は
、
整
備
す
べ

き
道
路
と
考
え
て
い
る
。

　
元
気
あ
っ
ぷ
む
ら
が
、「
道

の
駅
」
と
し
て
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
オ
ー
プ
ン
し
、
町
道
５
２

５
号
線
と
県
道
杉
山
石
末
線

を
接
続
さ
せ
る
価
値
は
感
じ

て
い
る
。

　
今
後
の
利
用
状
況
や
、
財

政
状
況
等
を
鑑
み
て
検
討
す

る
余
地
は
あ
る
と
判
断
を
し

て
い
る
。

道
路
接
続
の
計
画
は

Ｑ
緊
急
対
応
の
た
め

に
も
、ち
ょ
っ
蔵
へ

の
道（
町
道
５
６
０
号
線
）と

北
区
か
ら
の
道（
町
道
３
４
３

号
線
）と
の
接
続
が
必
要
と

思
わ
れ
る
が
、町
の
計
画
は
？

Ａ  
町
長

　
接
続
す
れ
ば
便
利
で
あ
る

と
認
識
し
て
い
る
。

　
警
察
署
の
見
解
は
、
歩
行

者
等
の
対
策
を
道
路
管
理
者

が
十
分
に
行
え
ば
問
題
が
な

い
と
の
こ
と
な
の
で
、
車
の

流
れ
や
、
道
路
の
高
さ
、
技

術
的
な
課
題
、
財
政
の
関
係

を
含
め
、
整
備
の
可
能
性
を

検
討
す
る
。

横須賀忠利

問農道と町道を活かし環境改善を
　答【町長】町道路網整備計画のなかで
　　　　　　　　　　　　　　計画している

Ａ  

町
長

　
「
平
和
首
長
会
議
行
動
計

画
」
で
は
、
世
界
恒
久
平
和

へ
の
道
筋
と
し
て
、
２
０
１

７
年
か
ら
２
０
２
０
年
ま
で

の
期
間
に
、「
核
兵
器
の
な

い
世
界
の
実
現
」
と
「
安
全

で
活
力
の
あ
る
都
市
の
実

現
」
に
取
り
組
む
目
標
を
掲

げ
て
お
り
、
そ
の
実
現
に
は

国
際
世
論
の
醸
成
・
拡
大
が

不
可
欠
で
あ
る
。

　
地
方
自
治
体
が
で
き
る
こ

と
で
、「
次
代
の
平
和
活
動

を
担
う
青
少
年
の
育
成
」
へ

の
取
り
組
み
が
あ
る
。

　
本
町
で
は
、
戦
没
者
遺
族

会
の
ご
協
力
で
、
中
学
２
年

生
を
対
象
に
、「
戦
争
体
験

講
和
」
を
実
施
し
て
い
る
。

北区から駅東口道路

町道525号線

北区と石末を結ぶ道路

監
査
監
査

正
し
い
入
札
は

Ｑ
公
平
公
正
な
入
札

契
約
制
度
は
？

Ａ  

町
長

　
地
方
自
治
法
と
町
契
約
事

務
規
則
等
に
定
め
ら
れ
て
い

る
と
お
り
で
あ
る
。

入
札
種
目

一
．
一
般
競
争
契
約

　
㈠　
一
般
競
争
入
札

　
㈡　
公
募
競
争
入
札

　
㈢　
見
積
り

　
　
　
（
オ
ー
プ
ン
カ
ウ
ン
タ
ー
）

二
．
指
名
競
争
入
札

　
㈠　
指
名
競
争
入
札

　
㈡　
希
望
制
指
名
競
争
入
札

三
．
随
意
契
約

　
㈠　
随
意
契
約

　
㈡　
企
画
競
争
入
札

　
　
　
（
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
）

町
契
約
事
務
規
則

　

町
が
締
結
す
る
売
買
・
貸
借
・

請
負
そ
の
他
の
契
約
す
る
事
務
の

取
り
扱
い
を
定
め
た
も
の

※

一

般

質

問
一

般

質

問

特
別
企
画
１

議
会
報
告
会

９
月
定
例
会

特
別
企
画
２

９
月
定
例
会

７
月
臨
時
会

委
員
会
報
告
採

決

結

果

予
算
審
査
予
算
審
査

日

常

調

査
ち
ょ
っ
と
ブ
レ
イ
ク

一

般

質

問
特
集
ペ
ー
ジ
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こ
の
法
律
改
正
は
、
本
年

６
月
に
成
立
し
ま
し
た
。

　
改
正
の
趣
旨
と
し
て
、
町

村
の
選
挙
で
立
候
補
に
係
る

環
境
の
改
善
を
図
り
、
立
候

補
し
や
す
い
環
境
を
整
え
て

首
長
や
議
員
の
な
り
手
を
増

や
し
た
い
こ
と
や
、
若
い
世

代
な
ど
立
候
補
す
る
人
材
の

裾
野
を
広
げ
る
狙
い
が
あ
り

ま
す
。

　
そ
こ
で
、
選
挙
公
営
の
対

象
を
「
市
」
と
同
様
に
拡
大

し
、
ま
た
町
村
議
会
議
員
選

挙
で
、
ビ
ラ
頒
布
が
可
能
と

な
り
ま
す
。

　
こ
の
対
象
拡
大
で
、
公
費

に
よ
る
負
担
が
伴
う
こ
と
も

あ
り
、
供
託
金
制
度
を
導
入

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
選
挙
に
は
お
金
が
か
か
る

こ
と
や
、
財
力
に
よ
っ
て
選

挙
の
公
平
性
が
失
わ
れ
る
こ

と
を
防
ぐ
た
め
、
国
や
地
方

公
共
団
体
が
選
挙
費
用
の
一

部
を
負
担
す
る
こ
と
を
「
選

挙
公
営
」
と
い
い
ま
す
。　

　
選
挙
の
種
類
に
よ
っ
て
も

異
な
る
が
、
公
費
と
し
て
負

担
で
き
る
も
の
に
、

・
投
票
記
載
所
の
候
補
者
氏

名
の
掲
示

・
ポ
ス
タ
ー
掲
示
場
の
設
置

・
選
挙
公
報
の
発
行

・
個
人
演
説
会
の
公
営
施
設

使
用

・
選
挙
用
自
動
車
の
使
用

・
通
常
は
が
き
の
交
付

・
ビ
ラ
や
ポ
ス
タ
ー
の
作
成

・
新
聞
広
告

・
政
見
放
送

・
交
通
機
関
の
利
用

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
選
挙
に
立
候
補
す
る
に
は
、

国
籍
や
年
齢
な
ど
の
ほ
か
、

ク
リ
ア
し
な
い
と
い
け
な
い

事
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
一
つ
に
「
供
託
金
」

が
あ
り
ま
す
。

　
候
補
者
は
立
候
補
の
届
け

出
ま
で
に
、
選
挙
ご
と
に
定

め
ら
れ
た
金
額
を
、
法
務
局

あ
る
い
は
地
方
法
務
局
に
供

託
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
供
託
金
の
制
度
が
あ
る
理

由
は
、
候
補
者
の
乱
立
を
防

ぐ
た
め
で
す
。

　
例
え
ば
、
注
目
度
の
高
い

選
挙
で
は
、
売
名
目
的
で
当

選
意
思
の
な
い
人
が
立
候
補

す
る
な
ど
、
こ
う
し
た
出
馬

を
減
ら
す
こ
と
を
目
的
に
し

た
制
度
で
す
。

　

供
託
金
は
、「
公
職
選
挙

法
で
定
め
ら
れ
た
得
票
数
に

達
し
な
い
場
合
」、「
立
候
補

を
辞
退
し
た
場
合
」、
全
額

没
収
さ
れ
ま
す
。

　
法
改
正
前
は
、
町
長
選
挙

に
対
し「
供
託
金（
50
万
円
）」

は
あ
っ
た
も
の
の
、
町
議
会

議
員
選
挙
に
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

　
今
後
は
、
町
議
会
議
員
選

挙
で
、
15
万
円
の
供
託
金
を

納
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
町
議
選
に
お
い
て

有
効
投
票
総
数
を
議
員
定
数

で
割
っ
て
、
そ
こ
に
10
分
の

１
を
掛
け
た
数
字
の
票
数
に

満
た
な
け
れ
ば
、
供
託
金
は

没
収
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
公
費
で
負
担
さ
れ

る
も
の
に

①　
選
挙
運
動
用

　
　
　
自
動
車
の
使
用

②　
選
挙
運
動
用

　
　
　
ビ
ラ
の
作
成

　
（
上
限
１
６
０
０
枚
）

③　
選
挙
運
動
用

　
　
　
ポ
ス
タ
ー
の
作
成

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

公
職
選
挙
法

　
　
　
改
正
の
経
緯

選
挙
に
お
け
る

　
　  

供
託
金
と
は

高
根
沢
町
に
係
る
選

挙
で
は
ど
う
な
る
の
？

選
挙
公
営
と
は

公職選挙法の改正概要
（総務省ホームページ）

公職選挙法が改正‼
町村の選挙で何が変わる

９
月
定
例
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本町が関わる各選挙の供託金の額と没収基準
選挙区分 供託金の額 供託金没収の計算式 

（比例区は没収額となります）
衆院選　（小選挙区） 300万円 有効投票総数÷10

参院選（選挙区） 300万円 有効投票総数÷その選挙区の議員定数÷8

都道府県知事選 300万円 有効投票総数÷10

都道府県議選 60万円 有効投票総数÷その選挙区の議員定数÷10

町村長選 50万円 有効投票総数÷10

町村議選 15万円 有効投票総数÷その選挙区の議員定数÷10

※例　平成30年の町議会選挙を参考値　　有効投票者数11,254人÷議員定数16人÷10＝70.33人　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　この人数以下の得票数だと供託金は没収されます。

　

若
い
世
代
が
、
こ
の

町
の
政
治
に
関
心
を
抱

い
て
い
る
の
か
？

　

ま
た
、
立
候
補
し
た

い
と
思
う
の
か
？

　

率
直
な
ご
意
見
を
聞

き
ま
し
た
。

　
子
育
て
中
な
の
で
、
立
候

補
す
る
と
か
は
な
い
で
す

が
、
子
育
て
に
関
す
る
政
策

は
注
意
し
て
見
て
ま
す
。

　
子
育
て
世
代
の
町
長
や
議

員
さ
ん
が
出
て
く
れ
ば
、

も
っ
と
選
挙
に
興
味
が
出
て

く
る
と
思
い
ま
す
。

　
各
家
庭
で
子
育
て
環
境
は

違
う
の
で
、
様
々
な
ケ
ー
ス

に
対
応
し
た
子
育
て
支
援
を

充
実
し
て
く
れ
る
こ
と
を
期

待
し
て
い
ま
す
。

　
高
根
沢
に
暮
ら
し
て
5
年

経
ち
ま
す
が
、
投
票
に
は
1

度
し
か
行
っ
て
ま
せ
ん
。

　
町
の
こ
と
や
、町
長
さ
ん
、

議
員
さ
ん
の
情
報
が
少
な

く
、
あ
ま
り
興
味
が
な
い
の

が
本
音
で
す
。

　
た
だ
こ
の
町
は
、
の
ど
か

で
暮
ら
し
や
す
い
、
住
み
心

地
の
良
い
町
だ
と
感
じ
て
い

ま
す
。

　
今
後
、
い
ろ
い
ろ
な
機
会

の
中
で
、
町
づ
く
り
や
イ
ベ

ン
ト
な
ど
、
協
力
で
き
る
こ

と
が
あ
れ
ば
や
っ
て
み
た
い

で
す
ね
。

　
立
候
補
す
る
つ
も
り
は
な

い
で
す
が
、
政
治
や
町
の
情

報
を
積
極
的
に
得
て
い
こ
う

と
思
い
ま
す
。

　
私
は
今
、大
学
に
進
学
し
、

地
元
を
離
れ
て
い
ま
す
が
、

大
学
な
ど
を
機
に
、
町
を
離

れ
る
人
は
多
く
、
若
い
人
は

選
挙
や
政
治
に
あ
ま
り
興
味

が
な
い
と
思
い
ま
す
。

　
理
由
は
、
今
は
自
分
た
ち

が
や
ら
な
く
て
も
、
親
世
代

以
上
の
方
が
や
っ
て
く
れ
る

と
思
う
こ
と
や
、
住
み
続
け

た
い
と
思
う
こ
と
が
あ
ま
り

感
じ
ら
れ
な
い
か
ら
で
す
。

　
今
後
、
高
根
沢
を
離
れ
た

人
が
町
に
帰
っ
て
き
た
く
な

る
よ
う
な
、
町
づ
く
り
を

行
っ
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

　
今
回
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を

受
け
る
中
で
、
い
ろ
い
ろ
と

政
治
や
選
挙
の
話
を
聞
い

て
、
10
年
・
20
年
後
に
は
自

分
た
ち
の
世
代
が
、
し
っ
か

り
町
づ
く
り
を
担
っ
て
い
け

る
よ
う
に
し
た
い
と
思
い
ま

し
た
。

　
今
ま
で
に
、
何
度
か
選
挙

の
手
伝
い
を
し
た
事
が
あ
っ

て
、
選
挙
自
体
に
は
興
味
が

あ
り
ま
す
。

　
政
治
は
、
暮
ら
し
に
直
接

つ
な
が
っ
て
い
る
と
感
じ
て

い
て
、
政
治
家
の
動
向
に

よ
っ
て
生
活
が
変
化
す
る
こ

と
も
実
体
験
と
し
て
あ
り
ま

し
た
。

　
選
挙
は
、
立
候
補
す
る
方

の
政
治
信
条
が
見
え
る
の

で
、
各
選
挙
が
あ
る
度
に
気

に
な
り
ま
す
。

　
で
も
、
自
分
が
立
候
補
し

た
い
と
思
っ
た
事
は
あ
り
ま

せ
ん
。

若
い
世
代
に
聞
い
て
み
ま
し
た
！

選
挙
・
政
治
に
興
味
は
？

松橋　知江さん
（30代）

吉葉　杏理さん
（20代）

津田　光輝さん
（10代）

鈴木　宏亮さん
（30代）
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石塚　哲夫
お住まい：花岡
職     業：農業経営者(約55ha)
趣　  味：野草の観賞　車

「命」 を支える 「食」、 「食」 を

支える「農業」に夢をかけよう！

乾燥調整中「たくさんとれるかな？」

稲刈り作業中農作業が一段落の家族の一コマ

後継者との２ショット

広報委員の突撃
インタビュー

あなたの声を町政に

　
経
営
規
模
の
拡
大

Q　
土
地
の
集
約
が
、
実

現
で
き
た
要
因
は
？

A　
地
域
の
方
々
の
支
援

を
も
と
に
、
経
営
規
模
の

拡
大
を
図
る
こ
と
が
実
現

で
き
ま
し
た
。

　

地
域
の
皆
様
方
の
ご
理

解
と
、
ご
協
力
の
賜
物
と

感
謝
し
て
い
ま
す
。 

　
厳
し
い
現
状
打
破

Q　
農
業
経
営
の
現
状
と

問
題
点
は
？

A　
食
料
の
自
給
率
は
年
々

減
少
し
、
食
料
生
産
基
盤

の
衰
退
化
に
直
結
し
て
い
る

現
状
で
す
。

　

ま
た
、
農
業
従
事
者
の

高
齢
化
が
進
行
し
、
若
者

の
新
規
就
農
が
増
え
な
い

状
況
の
中
で
、
労
働
力
確

保
が
至
難
の
問
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

尊
い
稲
作
文
化
を
今
後

も
継
承
し
、
い
か
に
農
業
を

発
展
さ
せ
る
か
が
、
地
域

社
会
の
最
重
要
課
題
で
す
。

　
夢
の
あ
る
農
業
経
営

Q　
こ
れ
か
ら
の
目
標
と
課

題
は
？

A　
課
題
は
、
土
地
利
用

の
集
約
化
を
図
っ
て
い
く

こ
と
で
す
。

　

そ
の
た
め
に
、
規
模
拡

大
を
進
め
る
農
家
に
農
地

を
貸
付
け
る
中
間
管
理
機

構
を
活
用
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
生
産
コ
ス
ト

を
減
ら
し
、
所
得
向
上
を

図
る
こ
と
が
最
大
の
目
標

で
す
。

　
こ
れ
を
実
現
す
る
に
は
、

行
政
や
関
係
機
関
の
ご
指

導
の
も
と
、
技
術
指
導
の

強
化
を
す
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
若
者
が
夢
の
あ

る
地
域
社
会
を
実
現
で
き

る
よ
う
努
力
し
て
、
次
の

世
代
に
バ
ト
ン
を
渡
す
こ

と
が
、
私
に
課
せ
ら
れ
た

最
大
の
責
務
で
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
楽
し
く
農
作
業
を

Q　
作
業
の
内
容
と
、
仕
事

の
コ
ツ
は
？

A　
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
管

理
し
、
手
順
の
よ
い
作
業

が
基
本
で
す
。

　

ソ
コ
ソ
コ
に
こ
な
す
事

と
、
手
を
抜
か
な
い
事
が
、

最
大
の
手
抜
き
で
あ
る
こ

と
を
信
条
に
作
業
に
従
事

し
て
い
ま
す
。

　
時
代
に
合
っ
た
農
業
へ

Q　
最
後
に
、
町
に
望
む

こ
と
は
？

A　
「
Ｇ
Ｐ
Ｓ
基
地
局
」
の

設
置
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

そ
れ
に
よ
り
、
ト
ラ
ク

タ
ー
等
の
農
業
機
械
の
自

動
ハ
ン
ド
ル
操
作
や
、
圃

場
管
理
シ
ス
テ
ム
の
運
用

な
ど
、
Ｉ
Ｔ
農
業
が
実
現

し
、
魅
力
あ
る
農
業
を
目

指
し
て
い
け
ま
す

　
～
取
材
を
終
え
て
～

　

厳
し
い
農
業
の
現
実
に

対
し
て
、首
都
圏
農
業
実

現
の
た
め
、関
係
機
関
お

よ
び
行
政
が
経
営
一
体
と

な
り
、早
急
な
対
応
を
図

る
べ
き
と
痛
感
し
ま
し
た
。

　

議
会
と
し
て
は
、
本
町

の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業

に
対
し
、
将
来
の
発
展
に

つ
な
げ
る
た
め
、
積
極
的

に
議
論
し
、
有
効
な
施
策

を
行
政
に
提
言
で
き
る
よ

う
に
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。




